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2 知的障害を併せ有する子どもへの教科に基づく指導

1 .はじめに

平成24年7月23日に中央教育審議会初等中等教育分科

会よか共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育シ

ステム構築のための特別支援教育の推進(報告)が示さ

れ，特別支援学校(肢体不自由)では，一人一人の教育

の充実に向け，的確な実態把握と目的や意図が明確な指

導と評価による授業改善を行い，子どもの能力や可能性

を育むことが求められた。こうしたなか当校では，肢体

不自由教育の専門性に基づく教科指導の実践研究の一環

として，平成22年度より研究を深め，知的障害を併せ有

する児童生徒の実態把握と指導目標・内容の設定等に関

する研究に取り組んできた。

1I.研究テーマと目的

小学校 ・中学校 ・高等学校学習指導要領に示される各

教科 ・科目の目標及び内容は，子どもの発達段階をふま

え構築されてきたものであり，障害のある児童生徒にお

いても，小学校 ・中学校 ・高等学校の各教科・科目に準

ずる指導を行うことが原則とされ，それぞれの障害の状

態に応じて指導の工夫を図ることが求められている。こ

の指導の工夫については，特別支援学校学習指導要領の

総則における 「重複障害者等に関する教育課程の取扱

いjに基づいた検討が可能であり 当校では主に以下の

点を軸として取り組んできた。

-小学校.中学校の教科の目標及び内容を分析し下学

年 ・下学部の目標及び内容を代替する。

-上記のみでは効果的な学習が難しい場合，上記ととも

に，知的障害者を教育する特別支援学校の小学部及び

中学部の各教科.幼稚園教育要領から適切に指導内容

を編成する O

2'一知的障害を併せ有する者については，各教科又は各

教科の目標及び内容に関する事項の一部を (いわゆる知
的特別支援学校の)各教科文は各教科の目標及び内容の
一部lこよって.替えることができるものとする。...

f E棚田 戸司J明週三臨九
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図1 知的障害を併せ有する児童生徒に対する
教育課程の編成例

また，一般に，知的機能の状態が未分化であれば，総

ム的な活動，すなわち教科等を合わせた指導の必要性が

高くなり，他方，知的機能が高くなるにしたがって各教

科別の指導が多くなる傾向がある。そのため，個々の知

的機能などの実態に則した指導のあり方として，学校教

育法施行規則130条では， 以下の指導が可能とされている。

-特に必要がある場合は各教科を合わせて授業を行うこ

とができる 0

・知的障害者である児童生徒，複数の障害を併せ有する

児童生徒には各教科等を合わせて授業を行うことがで

きる。

置室翠E

図2 教科等を合わせた指導伊j

知的障害者を教育する特別支援学校では，生活に結び、

ついた指導目標 ・内容を，繰り返し・積み重ねる学習活

動を通じて指導する方法がなされ，特に，各教科等を合

わせた指導については具体的な指導が確立されている。

そして，この指導は知的障害を併せ有する肢体不自由児

の学習においても有効で、あるため.広く取り組まれてい

る。ただし肢体不自由の障害の程度や種類によっては，

活動には多くの時間を要するだけでなく.心身ともに

担を強いることとなる。そのため 反復し ・試行錯誤を

重ねる学習活動から着実な学力を身につけるには限界が

ある。特に，重度な肢体不自由がありながらも， 自己選

択・自己判断がある程度可能で それが求められるよう

な児童生徒に対しては より望ましい指導方法をさらに

吟味する必要がある。

さらに，知的障害を併せ有する肢体不自由児は，1嘩日

特性等が起因する学習上の困難や，知的発達の遅れによ

か習得に遅れを示すだけでなく，習得に偏りが見られ

ることが多い。そのため，個の実態、を充分に把握し，各

教科の系統性に即し着実に学力を積み上げることが大

切となる。しかしながら，各教科等を合わせた指導等に

おける指導目標 ・内容の設定では，このような過程に則

した検討がなされないことがある。

以上のことを， 平成22~23年度までの実践研究からお

さえ直し知的障害を併せ有する肢体不自由児に対して

効果的な指導を，改めて再考する必要があると考えた。

そこで，平成24年度の本研究は教科の目標及び内容の
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系統性をふまえた指導日標・内容の検討を行うことを目

的とする。なお，小学校，中学校の各教科の目標及び内

容に準ずる指導を行うことを原則として，下学年・下学

部のiヨ襟・及び内容を扱う場合であっても，各教科等を

合わせた指導であっても，各教科の呂標及び内容の系統

性や特質等に基づいた指導が基本であることをおさえ研

究に取り組む。

ァーマ

「肢体不自由教育の専門性に基づく指導の展開一学習に

遅れがある子どもへの目標設定と指導の重点化-J

班.研究体制

本研究テーマに際し 2つの研究項自を設定した。 1

つは，特別支援教育総合推進事業「特別支援教育に関す

る教育課程の編成等についての実践研究Jとして，当該
学年の自標及び内容，進度での学習が難しい児童生徒に

対ーする呂諾，算数・数学の指導内容の精選と指導の重点

化の研究(教科・領域研究会 以下，教領会)である。

教領会は，本校小学部及び中学部の教員，ならびにi童話，

算数・数学専科の教員を主に構成した。

2つiヨは，知的障害を併せ有する子どもへの教科に基

づく指導の研究(重援研究会 以下，本研究)を施設併

設学級教員及び本校高等部教員を主として行った。

なお，荷研究ともに，研究部を中心として研究の企画

及び推進に取り組むとともに，筑波大学関係者をはじめ

学外の有識者による研究企題委員会，ならびに，授業研

究への助言を行う研究協力委員会指導を得て検討を重ね

てきた。

校内研究会 服薬磁決金 ! 校内研修会

鴎3 研究体制

※この報告は，本研究に関するものである。教領会での

研究に関しては，平成23・24年度文部科学省特別支援教

育総合推進事業研究成果報告書「学習に遅れがある肢体

不自由児に対する国語，算数・数学の指導内容の精選・

重点化，指導の工夫に関する研究J(研究紀要48号，

2013.3，筑波大学附属桐が丘特別支援学校)に掲載して

いる。(文責 永江智尚・加藤隆芳)

N. 研究の概要(重複研究会)

1.研究課題

「知的障害を併せ有する子どもへの教科に基づく指導J

2.研究目的

肢体不自由と知的障害を併せ有する重複障害児は，そ

の障害特性により，学習内容の習得に遅れや偏りを示す

ことが多くみられる。そのため，個の実態、を充分に把握

し，それぞれの教科の系統性に郎し着実に積み上げる

ことが重要となる。しかしながら，各教科等を合わせた

指導等では，教科の系統性に即した指導目標・内容を設

定し，指導することが難しい場合がある。

そこで，当校では，前述の重複障害児に対する系統的

な指導目標の設定について実践研究を重ねてきた。本研

究は，当校の平成24年度全校研究の一貫であり，算数の

授業を実践事例として，実態把握，指導自襟・内容の設

定，評価について考察することを自的としたものである。

3.研究課題設定理由

肢体不自由と知的障害を併せ有する重複障害児と単一

障害としての知的障害児の様相について比べてみると当

校の準ずる課程の児童生徒の研究結果と向様に， PVL 

(脳室周囲白質軟化症以下 PVL)の児童生徒には，動作

性く言語性，群指数逆N形，同時処理<継次処理，視

覚認知能力が弱い等の障害特性を示す。また，二分脊椎

で水頭症の児童生徒に関しでも，視覚的ワーキングメモ

リーが弱いなどの傾向が見られることも多い。肢体不自

由の原因と成る疾病によって，知的な詑力についてアン

バランスな面が見られることが多く，教科の内容につい

ても得意な内容と不得意な内容がはっきり分かれている

ことが多い。また，肢体不自由全般では，運動・行動範

闘が狭く経験不足になりやすかったり，受動的になりや

すかったりするため， 自分から繰り返し経験を積んでい

くことが難しい。

肢体不自由児のその疾病を併せ有することで単純な知

的障害児とはかなり異なる様相示すことも多い。この肢

体不自由党個々の様々な障害特牲に合う指導を進めるた

めには，教科の目標分析を行い，一人ひとりの学力を明

らかにした上でその学習をプログラムする必要がある。

そのために，ベースとなる教科の目標系統図，瞳害特性

を考慮した指導内容表，教科の細部にわたる学力のチェ

ックリストを作成した。それらを活用することで，個々

にあった学習を計酉，展開し随時評舗することが重要

である。それによって重複障害児の個々にあった学習を

保証できると考えられる。
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4.方法

肢体不自由児のその疾病を併せ有することで単純な知

的障害児とはかなり異なる様相示すことも多い。この肢

体不自由の倍々の様々な障害特性に合う指導を進めるた

めには，教科の目標分析を行い，一人ひとりの学力を明

らかにした上でその学習をプログラムする必要がある O

そのためには，ベースとなる教科の内容系統表，障害特

性を考慮した指導内容表，教科の細部にわたる学力のチ

エツクリストが必要である。それを用いて，個々を診断

的評価し個々にあった学習を計画して展開していく。

随時評価することによって，重援障害児の倒々にあった

学習を保証できると考えられる。

5.研究の内容

( 1 )算数・数学科内容系統表の作成

小学校学習指導要領，幼稚園教育要領，保育所保育指

学年 A数と計算

表 1 算数内容系統表参照

c殴形

vヘ.k 数概念 計算

。力'II$:と減法の 10身のliilりにある数10長さの単位(ミ 10日，持，分につ 10三角形，凶角形につい01司じ大きさの集まワにまとめて数えたり，分 1!却l法及び減法1

P数盤関係 1 B畿と測定

式の表現と読み|資料の監理と統み|長さ・面積・体積i 時間 平面図形・立体図if>

021立数の却1法及びその逆の誠訟の計算の仕方 i将玄関係につい 11誌を分類盤還し，術 1~メートノレ (mm) Iv、て知り，それら iて知ること。顕して数えた習すること。

04i立役までについて，十進位取号記数訟による jを考え，それらの計算がIf立数などについての滋|て緩解し，式を|時1な授やグラフを府1.センチメートノレ iの関係を理解する 10正方形，長方形。{斑角

と.

数の君主し方及び数の大t)、や頗序について理解す|本的な計算を基にしてできることを滋解L.，そ|用いて説明でき iいて茨したり授み取1(cm)。メートル|こと。

ること。 1れらの計算が緯突にできること。また，それら iるようにする。 1ったりすることがで I(m) )について

。数を十や苔を単位としてみるなども数の初対 lの筆鋒の仕方について理解すること。 10策法が用いら|きるようにする。 1知ること@

三角形について知るこ

ウ 箱の形をしたもの

について知ること。

2学 10一一-つの数をiほ王かの数の積としてみるなど， Iほ王 11法怪の針算のt位土

年 iかの数と隠係{付寸iけすてみること。 10)JII法及び減法!こ関して成暫定つ性質を鱗ベ， 1読み取ったりす

0112， 1/4など慌時iな分数について知ること。 Iそれを計算の仕方を考えたり宮i算の確かめをし|ることができる

0体殺の単位(ミ

リリットノレ (m!)

，デシDットノレ (d

1) ， リットノレ(l

的な大きさについて理解すること。 。簡単な浪合について，3i立数などの力Oi法及び滅|れる場面を式iこ

の計算の仕方を考えること。

会〔中)日常生，舌!こおける初歩約な故主主の処理や計算をする。[3位数までの数 2位数以下のJJO滅桑除]

決(中)金銭や時計・怒などの使い方に綴れる o [簡単な雨管白貨幣の趨類 10001'1単位の理解 加減計算]

官(小3) 初歩的な数の癒念を~解し。簡単な計算をする[芸員法]

たりすることに生かすこと。

[乗法}

。乗法が用いられる場合について知ること。

O~桂訟にl却して成り立つ続時iな性質を繍ベ、そ

れを乗法九九を構成したり計算の磁かめをした

りすることに生かすこと e

。乗法九九iこっt、て知り， Ii立数と li立数との粂

法の計算が確実にできること。

。簡単な場合について，2i立数と li立数との来法

ようにする。 1))について知る

背(中)図形の特徴iこと。 I会(中}金銭や碕 j合{中} 図形の特徴や

や図表の内容をl1t 1す(中}長さ・重量|針・底などの使い laJ設の内容を理解し

解し 作成する。 (1さなどの単位が分 i方に綴れる亀 [騎 i作反する‘ [00:総目角
Ox君主 I 絵グラフ iかり 議定する， Iiil! 秒 分・碕 1.:iE方自手・ 4量方首長 三角

棒グラフ j斤れ繰グ1[m， cm， g. 11時程薮ゐ年.~. 1形・円上下前1Jt量左

ラフ) 1 k g 遂皮広さ IB・E童日時隣の 1:百伺から何番目〕

合 ('1、3)込本的な図1 容滋cc 刷 J 1m滋法) 1会(小山基本的な図形

形が分かり その図|食{小3:身近にあ|合(小3)持針やI!l:Iが分かり その図形を箔

形を箔いたり 簡単iるものの箪さや広|に磁心をもっ. [1 いたリ 簡単な図鑑を作

な図表音作ったりすiさなどが分かり合 |午前'午後・正午|ったりする。[:iE方形。

るゐ{術単な表持i比較する" [1 rn 1 何R例白恒1隠B 1:1主方約三角形門左

クラフ] 10mJ 選・月年)右]

0ものとものとを対応させることによって，も 10JJ日法及び減訟がj語いられる場合について知る 10JJII法及び減法 10ものの個数を絵や 10長さ，面積，体 10日常生活の中で 10ものの形を総めたり，

のの倒数をi土べること Iこと。 1が飼いられる湯 j図などを用いて淡[..1積を紅綬比べるこ l時刻 Iltaの特徴をとらえたり

O偲数や版砕をJEしく数えたり表したりするこ 101位数とl位数との加法及びその迎の減法の百十 l泌を弐に表した|たり続み取ったりす|と。 1を絞むことができ iすること.

と。 1算のtt}iを考え，それらの計算が線実にできる iり』式を絞み取|ることができるよう 10身の@りにある iるようにする Imn後，左右，上下など

10数のたj、や綴序を考えることによって，数の iこと。 1ったりすること|ける。

i学年|系列を作ったり，数延線の上に'K.したりするこ 10総単な場合について。 2i立数なと'の力11法及び減|ができるように

と。 ¥i士の計算の仕方を考えること iする。

0一つの数をほかの数の手11や援としてみるなど

ほかの数と関係付けてみること。

02i立数の悲しプJについて理解することe

。鮪単な場合について， 31立数の裂し方を知るこ

と。

0数を十を単位としてみること。

*(小3)手JJ歩的な散の若草念を理解し。簡単な計算をする。

[ 2位数程度 主主唱白 E十数 1 記数l 大小比較 級序数i 合成・分解 10までのお減法]

* ('1、2)身近にある具体物を数える。
{マ -10の箆圏で数える。数飼煩F手数数宰‘主主合数加法減法の基礎理解 対一対応，分類]

ものの大きさを単

位として，その幾

つ分かで大きさを

方向や位畿に関する窓

Z躍を正しく用いて，も

ののf立飽を設い設すこ

合(小3)基本的な図|比べること。 l'含(小3)時計や庭!と。

育長が分かリ。その殴|吹 ('1、3)身近にあ|に倒心をもっ目 [1台(小3)基本約な密形

形を箔いたリ。簡単!るものの箆さや広|何時 午前・午後 iが分かり I その鐙形を箔

な包装を作ったリすiさなどが分かり 1.正午 {可月{何回 lいたり 簡単な図表を作
同
月遡包熔

]

例

年
老

後
二

街
。

絞

る

比
す

の

]

較

者

絞

比

一

ニ

比

-フゲ持表な出串惜
間
〕

も

f
フ

ったりする。[立方形φ

長方形三角形内，左

右]

会(小2)基本的な図|会(小2)身近にあ I食{小2)基本的な図形

形や揃単な図表iこ関lるものの奈さやか l古川、2)一日の時|や簡単な図表に能1心を

'L'をもっe

[Ox表]

さなどを比較する!の移り変わりに気|もつ。[三角 I 四角 丸

{直後比較J 村<Q よ下l 中外i 間後}

数概念 数の変化 | 長さ，大きさ l 日，時間 | 図形・位置

III I官(，山初歩的な訟の駄を聯し簡単な計算をj合川身近にあるものの盤さや広さなどが分かり 比較する|古川)時計や憶に樹心をもっe 間|女(村)器本附図形が分かり その鴎
ステ iする。 [2位数程度 数喝 骨十数 12数ι 大小比較

ー 目符 E寺iillと行動の対応何月{o)日何時産BI!器を継いたり i 鈎IlJ.な図薮を作ったりす
ツプ i僻数合成分解 10までの加減法1 I [震い縫い広い狭い太い細い議い薄い潔い浅い迷い近1.遡月年]
※日常生活町中でまえ笠F図形などに関心をも iい]

る。 0'1;四魚後図免三角形内左

右ι 寝耳雌な薮・グラフ]

※日~.生活の中で華u置や図形などに
どに気付(" t幼保}

*'自然に鮭れてご主 J古し その大5さ.JAしさ ι 不思W.さなつι (幼依)

関心をもっ。(幼係)

自 i官〔小2)身近にある具体物を鍛える。 [1-10の|士(小2)身近にあるものの長さやかさなどを比較する。[大小 i官{小2)一日の持の移り変わり!こ気付 l合 (/1'2)基本的な図形や簡単な図義に隣
ステ l範認で数える.数叙隊序数数字絡会数。加法 i多少長短l 高低白広い狭い。週後比較J Iく。[戦・墨娩!l'FB・今日・明日 i心をもっ。{三角 殴角 丸、よ下、中
ツプ |滋法の基礎理解.一対一対応 分類J 1 1休日J 外ι 前後 Ox町

1 ¥官(小1)~主体物があることが分かり副主主分けたり，分類したりする。[鐙刻化 類別 分類 重量喫 対応] カ(小1)身近にあるものの形の違いに気

付くο[総選点類似点1エテ l合〈小1) 身近にあるものの大小や多少などに総心をもっ句 {大'1'.多少ー軽鏡〕

シプ

0印小学校学習指導嬰鎖 tli2l宮各教科第 3節算数 tli2 各学年の路線及び内容第1学年内容，第2学年内容よ呼

官印 特別支援学校小学部中学部学習指導要領筑2主主各教科第 1節小学部 第2紋知的障聖書幸主である児滋に対する教宵を行う特別支綬学技第 1各教科の白機及び内容[算数]内容

iiiil段詩書 →(小 1) 第2段階 一(小2) 箆3段滋 -(小3) 俗説be裁のの具体的なお諮問容 - [ 1 

特別支綴学校小学部中型齢学習指導要領第 2lit各教務自信2節中学部 iiii2紋知的随宅筆者である児童霊に対する教育を行う特別支援学校 百il各教科の目機及び内容 {数学]

内容 ー(中) 解綬E~遣ののJ主体的な指話事内容 - [ J 

*，fp 幼維国教育委領第 2:l宇ね句いJJ..ぴ内容 環境 保育所保育指針耳r，:qt保育内内容 1 係育のねらい及び rq~工 (2 )秋宵に問hるねらいと内容 ウ環境
(イ ) V~ {;:よりー. (幼保)
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(2 )算数・数学科指導内容表の作成

各教科内容系統表を基に柄が丘作成「領域内容表J.

徳永豊 (2006)重度重複障害児における共同注意関連行

動と呂襟設定及び学習評価のための学習到達度チェック

リスト，発達諸検査の項目等を参照し肢体不自由を併

せ有する重複障害児に対する障害特性を考慮した指導内

針知的障害特別支援学校学習指導要領を基に教科及び領

域に示される内容を整理し. 3歳レベルから小学校第2

学年までの算数科の内容を系統的にまとめた。

表2 算数指導内容表参照

算数・数学科指導事内容表 A数と計算 D数盤関係 屈せまひ PVl 白 苦手間容は ※赤字

学年 A数と計算 D数盤関係

レヘ'" 数紙念 計算 式の表現と絞み i資料の繋理と読み

03位数、制立数、一万までの数 10術lliな分数 02位数土Z位数 OH立数X]位数 10加法、減法10乗法の式 10術i耗な表やグラ

福孟亙一証瓦ふ直線上に薮す※ iお金 お金を数える 卜1/2 半分 i 銃算形式 |累加の按念※:倍の概念※ L")月旦~fR: .1 による表渓|フ
昨年多少く〉 数の大小、阪序 |合成・分解 数を合成分解する※ 1-1/3 3つ 12位数什{立数 J2{立数一Jf立竺 [1倖苦手主1伴:玖一一一一一一l増加滋少の i累加を乗法問
ふ忌誌 }必会ギ伝記右手一一一同去ら… 11こ分けたiつ分 h依数+I{立数 13位数一H立数 i射針L1L関係を薮夜|で表現する|箆翠し表で表現

l十百干のまとまりで惑す ※ 1 一一一一一一 一一一 ....Lす五一主l一一一ぷず.L.界一
数字 数字を喜善く ※ i位取り -+Ei千万の{立 l・2/5 5つ 12{立数十2j立数 12位数一2{立数 |簡単な2位数XI位数 i和と釜の照!何倍の綬念|身近な聖皇室量を分類

数鈎 数字を統む |淡数字 漢放宇で旋す !に分けた2つ分 13位数十2・3位数 13i立数-2・3位数|交換制1) 九九の表※ |係を表現す;から粂法で i盤理しグラフで薮

1"" |る※ i表現する※|現する ※ 

政嘱 訟を明記-5一一一一rl&~一一一iIlI'1&去五Ù ....'"1 I 交操法側、結合;去JlIJ ※ i録法の活用増蕊理解 ※ i合法・分解※
02位数、簡単な3位数まで I 01位数土l位数 oまとめて数え 10力D訟の式 10減法の式 10絵や、留を用い

紋a:総 数を鍛直線上に授す※|お金 お金を数える 11位数十J{立数 1 J{立数ーli立数|たり、等分したりする活動|による表現 iによる表現 i た数量の表現

1学年 i手Lーと玄一数らが;、お忌ー 'T長成・分解 敏を合成主解する ※ 12位数十i位数 I 2位数ー1位数 1 綱方自を波浸 i減少を表現|当番遂など簡単
ふん五問ιギ虫記主子ー一一T手合数 …叡ゐ十、吉を単位とする ※ 12位数十2位数 2位数-2i立数 15のかたまり ※ jすら一一 l士号1一一一|雰芳祭浪士竺唆一一
数字 数字を惑く ※ i位取り ーの位、十の位 j 式表示、式の続み L10のかたまり ※ j合併を表現|援を王監現す 10xグラフのよう

数関 数字を鋭む i漢数字 漢数字で旋す | 記号+、一、= 1任主主の数のかたまり ※|する ※!る ※!な簡単なグラフを

数鳴 数字を唱える |蕊蝕 鍾数を倣えるe ※ 表現する ※ 

数綴念 数の変化

日1 1 020までの数を数えたり、 10までの数を操作できる。 I 020までの数でどちらが多し、か分かる。 I 0簡単な回数の表が分かる

7:l;zrz;J25- i;:色合鰐 !t(7)t-~.Ii)l{，"11:: 9Ð ""器;:::iTf-L2;グ問主き玖φー乞ゴー-127:222;;;必:J::;::::
|数字 一〈 泌|…… l 一一首えは山る !シールーったりし一川

医均一 ーー長ギギ読む守一....，..，. '1・銀段枚数、本数、人数、台数など ※ i絵やお穏で蜘lli'lえること減ることが分かる。 Iして簡単怠表を活用する。 ※ 
ー . • ~ . . --. • --. -，--ーー一一 ー- ーー‘一ーー__._._-------------"

数『詰 数字を唱える 1-カウント、回数、年齢など IJ主体物て教が培えること減ることが分かる
010までの数を数える.5までの数を操作する 1 010までの数で fより少ないJ rより多いJがわかる 1 0簡単なOxなどの表が分かる。

ス;1 記長玩詰:_~拝見芳之助一色一三一一|詰;口;:22222混一三九
γプ |舷ヰ 数字を蕗〈 来 i裕々な磁を数える。 1 010までの数で f一つ渇えるJ r一つ減るJがわかる |シーんなどを結ったt)、Oxを答いたりし

l数飼 数字を統む "偲数、技数‘本数、人数、台訟など ※ |絵やお絡で lつずつの消えること減ることが分かる。 1て簡単な経を活用する。 ※ 
-ー ー----ーー-ー--....__，.._-------------------------_.--------_-----_.- 一ー
数『菌 数字を唱える |・カウント、回数、年鈴など u主体物で 1つずつ滑えること減ることが分かる

05までの数を数える。 ・3までの数を操作する 1 Osまでの数でどちらが多いか分かる。 10丸とiまつの記号の窓吠が分か号佼う。

ス~ I む九日3，(7)iJ， t~副長Ed---"" ーず
ップ i数字 数字を懇く ※ 1;;曇数 1対1対応で数える。 ※ 12種類のS主体物を 1対1の対応するように操作して数の多少が分か loxを自分で付けて、ゲームなどで活隠す
|数宮司 数字を統む i 鐙主主、枚数‘本数、人数、台殺など ※ iる。 以 100 

|数『菌 数字を唱える 1-カウント、!ill数、年齢など |数が滑えること滋ることが分かる

算数科・数学J苦i車内容差是 B量生と測定 盟t主まひ PVL の ぎ自己内容は さJ隊等:

学年

レヘ'ル 長さ

B裁と測定

時IUl

Os与日Ilのlji位向、時、分)

邸積 体積

0:1是さの単位(mm，cm.m)と測定 。体積の単位

長さの単位を理解する。

I宇佐 cm  'l" ー一昨iiLームぶ…"1 i;ii~'--';' 

およその見当をつける e ※ 
一五~.~，.， .)一一一 oふ"TI……"r'--o戸…ー一ぷ

2学年 i単位を換手まする。 ※ 

一二λ<>m一一一一.，--，…ー二;λVA;一一一[‘ ふ;ム雨戸一長
長さを昔話定する。 ※ !時IMlを測定する。
ロ cm 口 cmD・んぷ "l--"oλ己尚一一ぷT."o'tt--"'"‘「一一泌一一一1'--'0一明j

ff:窓の長さのE室鯵を播く‘テープを切る。 ※ |時I間jの百十算をする.
-Oc，一一…"'T--"己下ぷ6ぷJ ー"T--'o"，;，ú~'~.五一|一一一泊l1i一一一 "r…注丞…匂T" 長ι……ー

長さの計算をする 時刻と対11号の計算| 午前・午後 12 4時制で読む
-Imi./;一一一一一 i一一必弘一一一一"r'"来語一一一一r'--'j)雨i'/; 一一括経己込話一
O長さの 10>>1j郊の統み方

1学年|・任窓の単位で比べる。

時間の単位を理解する。
牛込一一一一一[一一時雨 --"1一一子

およその見当をつける。 ※ 

ー一一己正ーー一ー"f'五時雨ーーーT"五ιーーーー民
主幹位を換算する。 ※ 

話斗}ミ一長雨己瓦…! 瓦ぶ子一括

かさの単位を理解する。

一一点" … oi--l1 ー

0面積の

およその見さをつiする。 ※ 

一五一i'ro治'--1"01五-
i単位を鵬此 ※ 

-，， 1 ム:diTdí忌)… 1~1~1 ネー

かさを澱定する。

二千二[:円千二司
ロi口ml I 01口dl

かさの針算をする。

三1時 i説
。体積の

一る一
'ベ一
一比一
一
て
一
一

一
め
一
一

決
一
仁

を
一
る
一

さ
一
す
一

長
・
経
一

の
，
比
~

準一同市一

遂
一
州
出
一

…一":--f:.!"!持労:5J'ー一一 一一一ー一一一一 …ー一三，1.'.弄'1t(7)竿竺七竺竺受t一一一"，~，L竺'1t(J)竺竺胃竺汗秀了一一一月{
※ l'何時半 ※ i 基準の広さを決めて比べるe ※ 1・3基準の大きさを決めて比ベる※

i証後比較する。
三.l:，!"J汚一一一一一一一-----_一…ー ーー ※ l:，!間後比較する。 ※1:間接比較するe 諜

' 一喝 ー..'

ロ時間l1il、口E寺割前後が分かる。 ※ I-u直接比較する。 ト砥後比較する。

口分前、む分後が分かる e

長さ、大きさ 。お、 昔前111

。『長い方J r;m;い方Jなどと比ベてわかる。 ※ iO今日は作!Yl何日か分かる。
※ 10i週間jの縮財t分かる。

1-1週間は七日であることが分かる。
※ 1-1週間のZ面白が蓄える。
ト今日がf可縦自由、分かる。

10{'Jl~ 伺 8{.J滅 Bill伶か6

0毎日の生活の中で、大まかな活ー動の時刻 -u寺測が分かる
食事や就寝の時間がわかるeIII 1-任窓のものを基準にして、どちらが長いか高いかが比べられるc

ステ iorより大きいjが分かる。
ップ |・任主主のものをま韮準にして、どちらが大きいか比べられるの

二つのものを廷後比ベて，大きい方Jj、さい方が分かる。

学校での日擦の時間が概ね分かる。

0鮮側、分、秒という設業を知り、どのくらいの時間なのか、分かる

。手。

る
J
O

B

-

、‘

均
一
泊

分
一
分

e
、‘.、‘

カ
-
o
刀

日
一
日

開
明
一
線

ち
一
ち

，、一'」

門
口
一
門
口

の
一
の

R
H
-
由
H

伴
-
後

一
』
明

日
H

M

日
H

昨
一
明

uor髭いJ r軽いjが分かる
府 7・1，具体的に活動してみて f緩いJ r縫いJの違いが分かるようになる。 ※ 

自11or高いJ r低いJが分かる。
ステ ト二つのものを隊後比べて，高い方低い方が分かる。

ップ 10大吉さや奈さをi夜後l七絞する。

-二つのものを[廷後比べて， :lH、方短いブJが分かる。
O 「もう少しJ rもう 1つjが分かる。
OD誌や数の ものが地えること、減ることが分かる。

。平日(授業日〉と休日〔休日〕があることに気付く。

学校のある日、無い自の区別がつく。

O朝、昼、娩のi韮いに気付く。

一自の経過が具体的な活動の流れとして経験し、続益事をの繰り返し

に気付く。



6 知的障害を併せ有する子どもへの教科に基づく指導

算数・数学科指導内容表 C 図形 脳性まひ PVL の若手内容は ※赤字

学年 C図形
レヘeル| 平面図形 互主体罰形
0三角俗、凶角形、疋方形、長方形、直角三角形の形の持者主を獲量写し、弁別する。 ※ 10:/吉の形(構成婆紫と位後関係)の特徴を理解し、身近なものから5をつけ出す'*

2学年 l 三角形 ; 四角協 ; 立方彩 : 長方彩 il互角三角彩 ※ l 頂点※ i 辺 ※i 彊 ※ ; 見取り鐙 泌 j 展隣限※
。直線、夜魚、頂点、辺をE翠壬日し理解する。 ※ 

直線 ; 直角 ; 頂点 ; 辺 ※ 10機成 ※ 

O側、分緩を王室鰐し、苦手を分解・合成してお;。 一"仁J二 ~.o?_~閉すーも J開府長男!J_í1'.土担一一一一一一守一芳
・作図する。 ※:三角形、:鹿角形、:正方形‘:長方形‘:直角三角形 その他 ・蔚の形.数 {立鐙関係を理解する。 ※ 一一一，..1一一一人匂_.______'-________..1____ _____'-_____… 
・辺、頂点の主主位置関係を淫解する ※ j三角形‘ i四角形、(正方形、( 針路、 J 間三角形 その他 1.辺、環点の数と佼控室関係を理解する ※ 

一------t-ーーーーーーーー司、..'ーーーー一一-{"-----ーーーー、ー一一一一ー'ーーー"守宇一ーーーー---‘、ーーーーー
・組み合わせ、数き苦言めて形や模様づくりをする'*:三角形 :殴角形 :正方形、:長方形、:直角三角形:混合

・辺の長さ、位澄関係 等に気付くあ ※:三角形 :四角形、:正方形、 J 長方形、:直角三角形:その他

05号の包りにあるものの形!こ関心を持ち 形の特徴から似ている形に分聖書でき会。 公 10身の回りにあるものの彩iこ関心を持ち 形の特徴から似ている形に分類できる。
l学年 l まん丸 : なが丸 : ましかく : ながしかく さんかく ※ l 滋(ボール) 医方体(箱形) 茶鴎(円柱)

O檎成‘分類句分書写 ※ O檎成.分類、分解

絡み合わせたり、量生き話めて形や媛綴づくりをする。 ※ ・並べたり積んだりして、ロボ yトや遂物や粂リ物などを進Rきする。
一一…一一-一一ー一一一一一一一一ー今一一-一一一一一一ーー

・縁取りをしたり、フリーハンドで内‘ヰ宮内、三角、主主18角 長毘角が洛1するc ※ ・宮n~童、左右、よ下などの方向、{立E主総係について理解する。

前後、左右、上下などの方向、{立並立関係について理解する。 ※ ・立体4脅から函の形を写して取り出したりする巳 ※ 

殴形 ※ 1 f立総

o f君主総JrfllJが分かるc ※ 10 r前へJ r後ろへjが分かる。
m ， まっすぐな総(際線)と践がった縁(密線など)を区別する。 ※ 1・自分の前と後ろが分かる
ステ ，.fllと怨角形、三角形と区別する。 ※ 1.あるものの前後ろが分かる
ツプ i・まっすぐな線、四角、三角と円を溶く。'* 1.どちらが古Ijか比べることが出来る。
。図形の集会かも簡単な図形を取り出すことが出来るe
綴穏や絵やm主で見ている中から、円や四角形等を克つIt出す。
OB常生活の中から丸いものを畏つけ出すc

Il I O辺が道線のものを見つける。

※ 

※ 

※ 10 r中lこJr外lこJr上iこJr下にjが分かる。
※ |・箱の中と外、家の中と外が分かる。
※ |・テープルのよと下等のものの位制鑓係が分かる。ステ jo型はめの笠に合った物を入れる。

ツプ I まる ・ ・さんかく し舟、くけい 塁王皆 ハートなど ※ ・手を上iこあげる。下iこおろす。等上下の方向を議解する.
10三角を合わせて長方形を作るe ※ 

lm霊祭斜め線が箔付、円、医魚、三角の区別はっきにくいが還を愛護する。。 ※ i 
O立体的な~!まめなどを i豊作する。 ※ 10 r近くJ r遠くJが分かる。
-図の方向については、一致しない場合も多いが、形を見比ベ向じ形の~にはめていくれ

1 10動物など特徴があるイメージのつきやすい形壬見分ける。
※ !・あるものが迷くにあるか身の近くにあるかが分かる。

ステ 10円、四角形、三角形の~!まめパズルができる。

ツプ 10~"事に合わせて、形のちがった 3 つの中から同じ形のものを選ぶ。
。形、色、大きさなどで分惣する。

※ J 
※ 

※ 

※ l 

容表を 3歳レベルから小学校第2学年までの算数科の系

統的な指導内容表を作成した。

(3 )チェックリスト，チェックテストの作成

教科学習の診断的評価及び総括的評価を行うものであ

る。教科指導の計画を作成する上での倍々の児童生徒の

実清を明らかにするものであり，指導内容表を基にチェ

ックリストの作成をした。実際にチェックするためにさ

表3 算数科チェックリスト A数と計算数概念

数唱 数詞 数字 基数 1 )1演序数 i集合数 i 多少 合成分解 位取り |漢数字 iお金 |数甚練
211万まで数14位数を 14位数をい万まで 11万までの 14位数の 14位数の 14位数の位に11万の合|一十百千 14位数を 11万まで 14位数を
学|を唱えら|数字を読 i数字で表!個数を数 111摂番を数え|集合を読 j多少が分 iよる合成分解|成分解出|万の位が|漢数字で|お金を数|数直線上
年iれる |む |す iえる iて表す |み表す !かる iが出来る i来る |分かる !表す |える !に表す

，.ー一一ー一-------1'--ーー-ーーーー守ー--1----一一切司-----l-ー守_..ーー.-今一-----1目白白司司----ー守宇 __J_ーーー-__.お匂一一一.1._______ー ____L_
1 ------------.------------------，..--------ー白血岳白血一ー，ー-ーー一一一._-----吋』ーーー---_-ーーー，ー.-----白血白血ー-----..---ーーーーーー'..ー

千まで数 13位数を 13位数を i守二まで個 i千までの隈13位数の 13位数の 13位数の位にi守二の合成十百千 i同3位数を l千までお;同3位数を
を唱えら|数字を読|数字で表|数を数え i番を数えて|集合を読 j多少が分 iよる合成分解|分解出来|のイ位立が分;漢数字で|金を数え i数直線上

片%L-5竺五一一一一-一一一-一……-一……-一……-一一.._J一J白_J主竺1仁仁し』一……也一……白一……-一一一-一一一-一一…-一一…-一一...l一.Jt...一……島一…島一..一一一-一…-一j令j民i
一 ----------------~ 一ー----------，--ーーー-----四--.，----ーーー，ーー・ーー・ーーーーーーーーーーーー-..----也監ーー一-_----

1 1100まで12位数を 12位数を 1100ま 1100まで12位数のは位数の 12位数の位に|十、百の合1-十百の 12位数を i百までの 12位数を
学i数を唱え|数字を読!数字で表|で偶数を!の11頃番を数|集合を読 i多少が分|よる合成分解|成分解出|位が分か j漢数字で iお金を数|数車線上
年 I.? !l:秀一一 l~.一一一一lT一一一一一雰之.?_...J之 -c罪1"....1み表す |かる |が出来る |来る |る i表す !える |に表す

20まで 110まで 110まで 120まで 120までの110まで 120まで 15のかたまりを基にして
阻|数を唱え|の数字を iの数を数|個数を数 i順番を数え|集合を読 iの多少が 19までの数の合成分解
.?!l:? ....! ~売な一一.J竺""(':者:七l主聖 jて表す lみ表す i分かる lが出来る

1 0まで 15までの 15までの J10まで 110までの15までの 110まで 15のまでの数の合成分解
nl数を唱え i数字を読|数を数字|個数を数|順番を数え|集合を読 iの多少が|が出来る
.?0:?.__¥立一一一J立春;士一一L九号 lて表す |み表す ;分かる

5まで数 13までの 13までの 15まで個 15までの)1慎13までの 15までの 13・4の合成分解が出来
11を唱えら i数字を読|数を数字|数を数え|番を数えて|集合を読|多少が分|る

か-5ーーーー!~.… ....J~者土ー町一L?.. ー令ーーーーJ者土_.ーー苧ーJ与烹"t一ー .J7!~る
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算数科チェックリスト

A数と計算数概念就学前

氏名(
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表4

算数科チェックテスト

筑波大学附属桐が丘特別支援学校研究紀要

らにチェックテストプリントや呈示用カードも作成し

数名に対して，算数の数概念の診断的評価及び総括的評

価を行った。

(表3 チェックリスト， まで
1 .いくつまで かぞえられますか?

(数唱) ーから唱えさせる。チェックテスト参照)表4

2. つぎのすうじが よめますかっ

(数詞) 数百可カードを提示。
数間カー 1':

3. つぎの すうじを かいてみましょう?

(数字) 数字カードを提示し伽ミせる。

6 
4. ブロックの かずを かぞえよう。

(基数) プロックを数えさせる。

口のすうじを5. じゅんばんを

いいましょう。

(}I慎序数) 傾番カードを提示。

6 いくつぶろつくが ありますかっ

(集合数) プロックカードを提示。

かんがえて

数日司カード@数1司カード③数日司カード②

数字カード

7. どっちの かずがおおきいでしょう?

(多少・数字) 数字カードを2枚提示し遊ばせる。

8. どっちの かずが おおきいでしょう?

(多少・集合) プロックカードを2主主提示し遊ばせる。

9。かずを ぶんかいしましょう。口のすうじを

いいましょう。(分解) 分解カーi"を提示。おはじきを雨

手に分けて持ち、片方のおはじきを当てさせても良い。

1 O. ふたつの かずを がったし、させると

いくつになりますかっ(合成) 合体力一ドを提示。おは

じきを両手に分けて持ち、あわせていくつか当てさせても良い。

i学習への意欲・態度等 ! 

}総需カード

(刑事例研究と授業研究

実態をチェックテストを施し，チェックリストで評価

し指導内容表を基に指導計画を作成し，個々に合った

指導自標を設定し適窃な指導をする授業研究を進めた。

また，教科系統図，指導内容表，チェックリスト，チェ

ックテストを活用した指導実践をもとに，その効果につ

いて検証する。

集合プロックカード

下記の図(5 )教科内容の系統性を重視した指導とは，

のような流れとなる。

{教科内容系統表、指導内容表、チェックリスト]

@@@@  

，1. ¥マ
( ')口

し 、、』ーJ ろく

数字:tJードo 数字カード② 数字カード③

2-0-4 3一匹 5 4-0-6 

磁器r:tJード② 時1番カード② 限設カード②

集合プロックカード②集合プロックカードo

@ 

.1¥ 
(:"")口

..1 ¥プ
(.)口

一一
ト

pカ解
、了ノJ

指導実践の流れ図5

¥⑧旬、:J・⑧J晶 、~/ ぺ‘⑧¥/J‘'も

口 口
合体力ード① 合体力}ド① 合体カード①

分解カード①分解カード①分解カード①

合体カード

孝二)佐藤(文責チェックカードの例密4
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V.指導への活用

1 .対象克童 1 施設併設学級 小学部4組児童

( 1 )対象児の実態

①対象児 小学部4年生短期入園児

②障害名 脳室周囲白質軟化症

③前籍校からの引き継ぎ

個別の指導計蘭から，算数の指導は. 120までの数の

数量比較. JII貢序数の理解. 30までの数唱に親しむことj

が呂擦として上げられていた。

対象児は，短期入歯児なので，基本的にはその目標を

継続しチェックリストを活用することで実態を把握し

たよで計画を立て，内容系統表をもとに，さらに学習の

積みとげを図っていくことをねらいとして指導を進めた。

④ WISC曲目

VIQ51 PIQ40 FIQ40 

積木模様では，積み木を横に並べるなど視覚認知に課

題が見られた。どの下位検査も数値は低いが，単語，理

解はできていた。絵画配列ではストーリーを口にしなが

ら並べることができていたが，組み合わせ，記号さがし

は難しかった。言語理解55 知覚統合的 注意記憶

62 処理速度50の逆N型を示した。

①授業の様子から

O数の概念については，カードや積み木を数えるとき

に5個自でつまずくことがある。(1・2・3・6

0数のまとまりとして. 5のまとまりがとらえきれて
いない。

0長い文より，短い文で質問すること関かれている内

容が整理できている。

。書くことができる文字は自分の名前と.rいJrくJ
など10文字程度。「とjなどは鏡文字も見られた。

0塗り絵が好きで，絵を描くのも上手。顔の絵などを

描くことができる。数字も16までは書くことができ

た。(図 1) 

文字のカードより絵カードの方が手がかりとして有効

である。

日づけや曜日への関心は高くカレンダーを見て日づけ

を選ぼうとするなどの態度が見られるが，数字が読めな

いことや曜日の順序の理解ができていないので，昨日の

次の日を選ぶことが難しい。

開き返されると， 自信が持てなくなり，返答する声が

小さくなる。

また，他の発達検査の結果は以下の通りであった。

⑥フロステイツグ視知覚発達検査 (DTVP)

1. 視覚と運動の協応 5:03 

n.図形と素地 7:06 

m.形の恒常性 5:03 

N. 空間関係 4:10 

⑦ VMI 5:10 

(2 )対象児の算数科の実態

チェックリストの結果からは.r数と計算Jの領域の
学習として，

• }Il貢序数としての10までの数の理解を確実にすること 0

.集合数としての5までの数の理解を定着させること 0

・30までの数の数唱が正確にでき，前後の順番がわかる

こと。

などの内容を聴覚的な記'1意，図や絵を手掛かりとして，

進めていくことが望ましいと考えられた。(図 2) 

図 1 文字・数字

議喝 数詞 数字 蓮華車摩路署生集会数多少 合成分解 位恕り渓数字iお金 IJdi起草

1 110むま 2.1主数 2館主主 1白色 可00ま 2役室長 2位数 2.1主主主め+， 8め一十芭 E位数 18まで 12.治主虫

学 iで教を毛数字を数字まで倒での)聖ill 0渓合の多少位に 合法分 の位が を渓数 iのお金 iモ数百E

年 i港えb 若貴む て.~す主主を致 を数えて若貴み 由坊が よる合成鰐辻担軽 分。る 字て.~ Iを敬え 11是よに

れる える義す装する分解る す 1;る i主主す

自治探る 1 1 

5 12.0.'1: 10ま 10ま 2口ま 20.'1:で 10.:1: 20ま 5のかた立りをさE

定 iで数をで0激でS完投で倍数の1陪をで集会での~ IごしてQまでd激

l'i I唱えら字芯売を事浮毛主主え数えて妄若葺み少が分 の合戚分鰐

れるむ で義する す ~す がる 出煉る

A 0 A A 

4 11口ま 5まで 5まで 10ま 10まで 5まで 1口ま 5めまで5放の合

操 iで数を め宰拝 め虫色毛 で母数 防署港在。混合 での争 必分解由社主主る

l~ I喝λら 宅重罪む数字で を主主え数えて2長 選史み少が分

ねる 装する す 姦すかる

000  A X A A 

::3 15まで 3まで 3まで 5まで 5までの 3まで 5まで 3・4の合戚分前が

設 i敬老婚の数字の数を湖激を股笛を数百渓合の争少昌俗、

l~ Iえられ芯売む数字で数えるえて茶す径査み ts分かる

る 表す ~する

000  A 企 o 0 0 

函2 チェック表

(3 )対象児の算数科の指導目標と指導計画

以上のことから，本児の在籍期間中は，

「数字への親しみを深め. 10までの順序数を基本とし

て，カレンダーも含め， 日常使う機会が多いと考えられ

る30までの数の数唱や数の前後の順番を理解することJ
を自標とした。

指導にあたっては，以下の項目について配慮し行うこ

ととした。

① 知識技能として定着を図るため，常に継続した指導
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を心掛けること。

② 集中する 11寺|習が短いことから，子ども自身が授業の

見通しが持てるようにパターン化された授業が望ま

しい。

③ 身につけた算数の能力が活用できるように，具体的

な生活における活用場面を常に設定し指導する。

④ 楽しめるゲームなどによって身につけた算数の能力

を活用し活用力と学習意欲を高める。

⑤ 義実な定着を図るために，操作，作業を通して，五

!惑を通したエピソード記憶として学習を積み上げる。

また，転入から退圏までの学習指導計画は以下の通り

である。

表 1 学習指導計画(在籍中の『数と計算jの指導計画)

5月14日転入

5月141ヨ~ 『数への関心を高め， 5まで、の数の大小を比べ

ることができる。』

W 1 0までの数を読んだり，大小を比べたりす

ることができる。』

これらは，クイズやゲーム，身近なものを数え

るなと"0)活動を通して学習を行う。

6月11 !ヨ~ WIt慎!芋数としての10までの数を読んだり， }墾

んだ、り，数えたりすることができるJ

6月18日~ わi撰}字数としての20までの数を読んだり，選

んだりすることができる。』

W)I関序数としての30までの数を数えることが

でき， )1蔚字や並び1こ従って読むことができる。』

6月25日~ 『学習したことを活用して，カレンダーで日づ

けを選んだり，線つなぎやクイズ¥ゲームなど

の活動の中で、読んだ、りすることができるJ
7月 9臼~ W30まで、の数を選んだ、り，読んだり，書いた

りすることができる。J

『カレンダーの中の日づけを読むことができ，

昨日，今日，明自の関係をもとに数の前後の関

係を知る。』

※毎回， 10までの数の学習は復習として行う。

※数はOからの)1演序数として取り上げ，学習した内容と活用した

ゲームでは，スタート=0として扱う。

(4 )指導例

以上のことから，今回の研究授業では，身近な数であ

る 130までの数jを取り上げることとした。

①単元について

ア.単元の自標

030までの数について順序や読み方や表し方について

の理解を深める。

イ.単元の内容

030までの数を正しく数日目すること。

030までの数の大小や順序を考えることによって，数

の系列を作ったり，数を読んだりすることができる。

ウ.単元の評価基準

。算数への関心-意欲・態度

30までの数の数え方や表し方について関心をもち，

進んで数唱したり，読んだり，数の中から取り出し

たり，表したりしようとする。

0数学的な考え方
十進位取り記数法を理解し， 30までの数の構成をと

らえ，数の順番をとらえることができる。

。数量や図形についての技能

30までの数を，十進位取り記数j去を使って，数唱を

したり，数字の中から選んだり，数えたり書き表し

たり，大きさを比べたりすることができる。

0数量や図形についての知識・理解
30までの数について 十進位取り記数法をもとにし

て，数の読み方や書き表し方，数の構成や系列， 111夏

序，大小などを理解する。

工学習指導計画(15時間計画本時9/15時間13)

表2 学習指導計画

戸子以一.:;:)白3:l，γ*J打-1::、~ 評価基準 題担害、・手だて

第111寺 1 0まで 1 0までの数唱が カードを置いてい

""'3fl寺 の数 で、きる。 く作業をしたの

数の多い，少ないが ち，左から一つず

わかる。 つ数える。

第411寺 2 0まで 2 0までの数唱が クイズやすごろく

'"'-'811寺 の数 できる。 などの遊びで楽し

2 0までの数の)1慎 みながら数字を読

序や読み方がわか む機会をつくる。

る。

第引寺 3 0まで 3 0までの数唱が 0を頭にして学習

~ の数 で、きる。 する。

1 5時 3 0までの数の)1慎 カードを並べ替え

!芋や読み方がわか たり，数字つなぎ

る。 などをして数字を

3 0までの数を並 読んだり，並べた

べたり，選んだり書 りする作業を中心

いたりすることが にする。

②授業について

ア.本時の評価規準

表3 個別の評価基準

数量や図形についての技能
数量や図形についての

知識・理解

30までの数を， )1演序を追ってい 30までの数について，十進位取

ったり，数唱をしたり，読んだりす り記数法をもとにして，数の読み

ることができる。 方や書き表し方，数の構成や系

チfj，)1摂序などを理1解する。
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イ.授業の展開

{導入]

本時の学習を知る。

030までの順序数，数の配列を学習することを知る。

[展開}

1.学習活動

O数字タイムショック

• 1.-..... 20までの数唱をする0

.集合数をあてる。

・カードに書かれている数字を読む。(国3)

030までの数の)1摂序と読み方

. 1 '""-'30までの数のカードの数字の読み方を学習する0

・数字の並びの規員叶生を知り， 0を基去にして数字を並べ

る。(図4)

・数字の穴埋めをする。

030すごろく

-すごろくを作る。

.すごろくて湛ぶ

2.手立て・自白蜜

-数唱はつまずいても次に続け，再度チャレンジする。間

違いの指摘は行わない。

・カードを自分で並べ，そのカードを指で押さえながら読

むようにする。

-30までの数のすごろくの中で3 とまった数を読む。

{まとめ}

030までの数の数唱をし，学習をしたことを振り返る。

O感想を述べる。次時の学習内容を知る。

(5 )指導内容表，チェックリスト活用の成果について

この事例では，算数のチェックリストを活用し学習

の目標を設定した。算数のチェックリストから， 10まで

の数は，数えたり，大小を比べたり，表記をすることは

できるが， 20までの数を唱えたり，数えたりすることが

要住しいこと治宝わカミった。

またチェックリストにあわせて，学習の様子からの評

価を算数科内容系統表(表4) にてらして，内容を選び¥

生活に身近な数である 130Jまでの数の数詞，表記を学

習した。

この時開の学習の後にも継続して学習を行い，その結

果，カレンダーなどでも活用でき，生活の中で自にする

ことが多い， 30までの数を学習し数を唱えたり，数え

たりすることができた。

数列については，言葉で入りやすく，ルールに乗って

並べやすくするために 0を基点にして， 9まで行った

ら次は十の位が変わっていくことをルールにして数列を

作ることができた。

この並べ方は， 0 (もしくは 1)から10まで数える時

の一般的な方法とは異なるが，本見の指導においては，

数字の表記のルールを理解して，並べることや表記する

ことができるようになるには，

その後の学習でも 同じルールで数列を99まで並べる

ことカすできた。

算数のチェックリストを活用したことで，個別の指導

計画を見藍すことができた。

また，内容系統表も参考にしながら，授業を進めるこ

とができた。

今回の授業では， 目標としていた 130までの数」の数

詞や表記のルールを獲得できていた。

(文責:向山勝部)

図2 集合数の理解 図3 数字の読み上げカード

鴎4 0を基点にして並べる 図5 個別の評価基準

表4 (1) 算数科内容系統表「数と計算J(小学1年)

02位数，簡単な3位数まで

数直鰻てと 数を数車線二とiお金 お金告と数える

数詞 数字を読む It:英数字 淡数字て潰す

数唱 数字ーを唱える|撒: ど偶数を設えるi グ

01位数土l位数 0まとめ 10Jm法 10減法10絵や，屈を用い

11立数十1位11位数一l{立iて数えた !の式に !の式に11と数量の表現

数 i数 iり等分し lよる表 |よる表

式表示，式の読み

記号十，一=

現|現

※太文字の部分が，今回のチェック表，授業での観察を通して，課題として設定した学習自標に準じた内容である。
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表 4 (2) 算数科内容系統表「数と計算J(就学前)

A数と計算

数概念 計算

D数量関係

式の表現と読 i
み i資料の整理と読み

ー多少<> 数の大小，綱引合成・分解数を合成分解するス..------ ー同4
_ 1)駒字数順番を数え表す|集合数〆 数の十，百を単位とする
ア E i 

ツ
プi併 粧を書く |位取り 一例立，十州 |鵡示，式の読み

I記号+，一

数詞 数字ーを読む !漢数字 漢数字て潰す

間ーー--司~:{rP~瓦!主義一一一借金ーをわ記ー----

数概念

020までの数を数えたり， 10までの数を操作できる。

数の変化

020までの数でどちらが多いカづ士かる。 0簡単な回数の表が分かる

IV I~.Y'<>数の大/J" 怖合成・分解 数を合粉解する i掛とするもめ鋼ρ をきめピそれほ材陣械を作財る

ス l-----------------------l------~"--.___ ノ i 差を求P号。-~------~---~-~-~ イ

テ i)1断敬 慨を数え表す|集合数 え 数の十を単位とする 12種類のものをかて差を求腕d

~r数字 併を響く |議々 な数を数える。 t

1.錨執枚数J本数，人数与台数なr
数詞 数字を読む

l時一--働-bLi言語ーヵFIJ-2i-4戸町'"-----Ti同均一色ぷ斗おームふふギー ω 自

010までの数を数える。 5までの数を操作する 010までの数で「より少なしリ「より多し、 10簡単なOxなどの表が分か

ツ i数字 数字を蕃く i様々な数を数えるー

プ i 卜慨枚数，本数，人数台数などいがわかる。

数認 数字を読む

多少<>数の大小， )駒字 j合成・分解 数を合成分解する

E

ス

テ

iわかる。

同一一昨日記~--r-訓示-d743長一一一一 I-i向子ι長治以と明記 è:i6:;biÒ~

る。

05までの数を数える。 .3までの数を操作する 05までの数でどちらが多し哨労対ミる。 10丸とばつの記号の意味が分

かり使う。

2種類のものをそれぞれ数えて数の多少が分 10の意味を理解する。
ス

ア

ッ

プ 2数字グ 数字を書く

多少<> 数の大小， )駒芋

数詞 数字を読む

数唱 数字を唱える いカウント，回数，年齢など

Oxを自分で付けて，ゲーム

などで活用する。

数が増えること減ることが分かる。
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2. 対象児童:施設併設学級小学部3紹児童2名

( 1 )対象児の実態

① 日常生活と心理検査から

対象児は，当校施設併設学級に隣接する心身障害児総

合医療療育センターに社会的養護の目的で長期にわたっ

て入所している泥童2名である。日常生活面において，

2名とも移動に自走式の車椅子を用いており，一部介劫

は必要ながら自力移動・自走ができた。また身体のかた

さや不器用さはあるものの上半身の動きの制限が少なく，

物をつまんだり，はさみでまっすぐな線を切ったりとい

った手指での操作ができた。人とのやりとりにおいては，

表現や理解が難しい事柄もあるものの，簡単な言葉での

やりとりが可能であり，文字や数には興味を示し理解・

活用できる部分も見られ始めた児童たちであった。

学校生活における「時間割jの存在も理解でき，たと

えば特別教室に移動して行う授業「音楽Jr体育JI図
工jと，車いすと天板の大きな机を用いた「算数Jや
「国語Jといった学習(図 1はA児の写真，図 2はお児
の写真)の違いや，それぞれの授業がどのようなことを

する時間であるのかということを区別し始めているよう

であった。対象児2名の障害名，検査結果のプロフイー

ルは表1の通りである。

図 1 A児写真 図2 B児写真

表1 対象児2名のプロフィール

対象児 A児(小学部2年男子) B児(小学部1年男子)

障害名 脳性まひ(産直型商麻 二分脊椎、水頭症

産)、精神遅滞

検査 VIQ:74，PIQ:54，FIQ:60 VIQ:56，PIQ:61，FIQ:54 

結果 VG:82 PO:58 VC:61 PO:64 

WISC- FD:62 PS:55 FD:56 PS:58 

組 1 (2012.10.19実施) (2011.12.12実施)

② 認知の特性について

検査の結果や行動観察から， A児には，脳性まひ(謹

直型)の特徴である，視覚的な物のとらえにくさや，全

体としてのイメージのもちにくさが指摘された。ひらが

なは全て読めていたが，行を飛ばさずに一文字ずつ追う

1 WISC-即 群指数について， VC:言語理解 PO:知覚統

合 FD:注意記憶 PS:処理速度を示す。

ことや単語のまとまりとして読むことは難しかったり，

三角の型はめでは，向きを整えて穴にぴったりとはめる

ことができにくかったりした。また， 自でものをとらえ，

頭でじっくり考えるというよりも先に手や体が動いてし

まうということも多い児童であり， 自分でも何をしてい

るか分からないまま手が動いてしまうということが多い

ように感じられた。そのため， 3ヒントゲームなどでは，

3つの情報を統合させて考えるということの難しさに，

一つの情報で反射的にすぐ手が伸びてしまうという難し

さもあわさって，パニックになったこともあった。

一方B児は，物事を記憶しておくことが苦手であり，

集中力が持続しにくく課題の忘れやすさがあることが指

摘された。人に合わせることやその場の雰屈気にあわせ

ることはとても上手であったが，実はその内容をわかっ

ていないことは多くあった。「質問がある人?Jと教員

が尋ねると，思わず手を挙げてしまったり. 3曲のうち

好きな曲に2四手を挙げる， という活動では全部に手を

挙げたりと，教員の話を音声として開いていてもその内

容は分かっていないことや，理解できてもそれを覚えて

行動に移すことが難しいことがあった。また一つの遊び

は持続しにくく，大人とのやりとりの場面でも，一過性

の刺激に反応しているうちに，それまでやっていたこと

を忘れてしまうといったような様子が多くみられた。

(2 )対象児の算数科の実態

① 算数の授業や日常生活での数に関する活動から

対象児は2名とも，年度当初から「コップ・ストロ

ー・スプーン等を仲鵠分けすることJまた「これらの物
の一対一対応によってどちらが多いかを答えることjが

出来る子どもたちであった。

毎日使うタオルやコップなど，まれに誤りはあるもの

の. 5までの数のものをとる課題，数える課題において

は，声に出して手を動かしながら一つずつ数を数えてい

くことでほぼ習得していた。

しかし. 2学期初旬の段階では. 5以上のものについ

ては，操作の途中で声が出なくなってしまったり (A児

にときどき見られる).数唱と操作が一致しなくなって

しまったり(特にB児)と. 1から数える途中，特に5

や6周辺での誤りが多くみられた。

また，集合数としてのOやムのかたまりを示されたと
き，瞬時に答えられるのは.A児については2つ(本児

については，視覚的なとらえにくさが関係していると思

われた). B児については3ないしは 4つであり， もの

を一つの集合としてとらえきれない様子が見られる。

カレンダーワークを始めとした2位数を読む活動では，

位が逆さになったり (B児)，ぱっと見て読めなかった

り (A児)することもあった。また， I始まりの会Jで
は f子どもが3人，大人が2人，みんなで4人です。J
という発言が聞かれる。カードゲーム「ウノ」は何度か

繰り返すことでルールは覚えることが出来たが，他のゲ
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ームの場面でも，多い方もしくは少ない方が勝つことな

ど，なかなか理解しにくい。

児童らにとって，数は日常生活でふれるものであり，

数量や順番を表すものであるらしいことは入っているよ

うであった。けれども，その概念としての育ちは不十分

であり，活用できる場面は極めて限定的である。家庭で

はなく，施設で長期に生活している児童であるという背

景を考えてみても，数の操作の体験は絶対的に少ないこ

とも感じられるところであった。

② チェックリスト・チェックテストから

彼らの実態、や課題は， 日常観察や算数の活動からおぼ

ろげに見えてきてはいたものの それをよりはっきりと

自に見える形にして整理して，指導目標を設定するため，

また授業計画立案の一助とするため.1算数科チェック
テストJによるアセスメントを実施した。実施の結果は
添付する資料(図14. 密15)の通りであるが，これをま

とめたものが表2である。

表2 対象児2名の「算数科チェックテストj結果

A児 B.YE 

数!唱 i両見とも 39まで

数詞(読む) 2位数は 30まで可 2位数可。

まれに位が逆に。

数字(書く) 1，11以外は 1と0以外は

宇1]53IJ不可 判見IJ不可

基数(数え) 13まで数えられる 5，6付近で

動作と一致せず。

)1頃序数 1-0-3が 左の問題，

分からない 4以上は難しい

集合数 数えて 5， 数えて 8，

集合は 2まで 集合は 4まで

Q々ノyノh 数詞・ブロックカードとも

比較して多少の理解は!暖昧

合成分解 両児とも 3まで

「チェックテストJの実施は平成24年11月8日であっ
た。当時1年生であったB児についても，机に向かつて

指導者とやりとりをし，指導者が示す課題にこたえてい

くといった活動に慣れてきた時期だと言える。

A児については，テスト中「もうこれは飽きた」と活

動を拒否する場面が多くみられる一方で. 1そうだね，
すごいね」とほめると嬉しそうに得意そうに最後まで取

り組んだ。示された教材・教具を自分の好きなように触

りたがることが多く，抑制が効きにくい場臨もあった。

B児についても，最後まで取り組むことが出来たが，

注意が他の事物にうつりやすく集中できないことや，示

された課題の意味や自分のすべきことを理解しきれない

様子も見られた。

(3 )対象児の算数指導自標と計画及び指導方針

① 算数の年間指導呂標

これまで述べてきたような対象児の実態をふまえて，

彼らの算数の年開指導自標は「日常生活における数に関

する活動に必要な，基本的な力をつけること」を自指し，

以下の3点とした。

-カレンダーや時計の見方がわかったり，読めたり， 日常

生活の中で見る数字が読めるようになること

.13の前にあるものの倍数を数えたり，ぬまで(5まで)
の数の操作をしたりができるようになること

-カードの枚数やお菓子の数など，数の大小が分かり，友

だちと比べたり勝敗が分かつたりするようになること

② 算数科の授業構成と授業づくり

指導自標の達成のために，前述のような児童の実態を

ふまえて，授業づくりについては ア.他教科・他領域

との関連，イ.算数科の授業構成や組み立て，ウ.算数

科の教材，の3つの観点から下記の工夫を行った。

ア.イ也教科・他領域との関連における工夫

o i書くJ指導(数字を書く)は算数では扱わず， 1自
立活動Jの中で書字のレディネスを養い， i毘語」の
中で字形や文字列について扱う。

o iカレンダーJi時計Jは. i算数jの授業で毎回繰り
返し取り上げる (1始まりの会」でも扱うが，別の課

題の児童も含めた集毘授業のため，そこではさらりと

扱う程度に留め，対象児に対しては算数科の授業で特

別に設定する)口

o i算数」以外の教科・領域で，具体的には「生活」
「自立活動Ji特活」で，数を数える活動， )帳番を決め
る活動，回数を数える活動を取り入れる。

イ.算数科の授業靖成や組み立てにおける工夫

0年間の単元の一部を帯(おび)化する(特に自常的に

必要なこと，繰り返して行うことが有効と考えられる

ものは毎回繰り返しいつも授業開始時に行う)。一

方で，概念形成は主単元として積み上げていく。

0数字(数詞)はカードやマグネット，シールを活用す

る(書く指導は「算数Jで行わない)。
。集中できる時間は短く 同じことが長くは続かない子

どもたちである。授業開始後20分のころに一番やりた

いことを，つまり主の単元を持ってこられるように授

業を構成するO

ウ.教材・教異についての工夫

。多くの操作経験を確保し 自ら操作をして確認させ手



14 知的障害を併せ有する子どもへの教科に基.;:5<盆謹

を動かすことで理解を促していく(上肢の操作面で制

限が少ない児童の実態から)。

0物が変わると出来ない， ということがないように，関

じことでも多様な教材でアプローチする。

。課題の趣旨と異なる行動を妨ぎ，本来の数の活動に集

中させるため，半具体物を主に授業を展開する。具体

物は，集中力がきれたときに気持ちを保つために使っ

ていく(具体物では課題の趣旨以外の刺激が多すぎる。)。

O重さ・大きさ・手ごたえに訴える教材を用意する(感

覚への刺激)。

O教材は机上に置いて動かないものを用意する(手ごた

えに働きかけ，感覚的にピタッととまるものを準備す

るo 操作の終点を確実に理解させる。)。

これまで述べてきたように， 日常の行動観察とチェッ

クリストで明確となった事柄から算数の授業で工夫でき

る点を上記の 3つの観点から洗い出し， 1算数」の基本
的な授業構成を下記のように考えた。

つまり，両児が比較的得意とする数唱や，反復練習が

有効と思われる数詞 集合数については，短時間のドリ

ル活動により定着を留っていく(帯課題①)。また， 日

営的に特に必要なものを，短時開でも毎回行う課題とし

て取り上げることとした(帯課題②)。一方，苦手とす

る順序数・多少・合成分解については，授業の核として，

了寧に概念形成を行う(主課題①)。最後は，学んだこ

とを活用出来るよう 具体的な場面を想定して理解の確

認を行った(主課題②)。このようなことをまとめたの

が表3である。

表3 算数科の基本的な授業構成

帯課題 タイムショック 集合数・数詞・数日昌

。r::J:.ノヨ¥戸J会虫 反復練習、 ドリル活動

帯課題 カレンダー 日常生活で見るもの

5分強 時計 忘れないように。

主課題 数の概念 合成分解・多少などの概念、形成。

15分弱 操作課題 半具体物で

主課題 数の披念 ゲーム・遊びのやりとりの中で。

10分強 場面想定課題 具体物もあり。

③ 年間指導計画

これまで述べてきたような日常観察での実態把握や，

11月に実施した算数科チェックテストによるアセスメン

トを受けて，年間指導言十麗は，年度当初に作成をし，夏

季休業中及び冬季休業中を中心にその都度見直しを図っ

た。これまで述べてきたことを計画上に起こすと ~3 の

ようになった‘。ここでは， 2学期以降の年間指導計画を

示している。

月: 9 '0 11 1 2 1 司咽 2 3 

品までのか

街定致ち|数が問陣1多調1陣叫い成醐i見どカ蜘iレ開あどンタじっとダイ致いちムず治〈ゆシつつ州ョ{い3ッ1内タiとあつ向配iとS緑}柑い川く 十 分けτ・あ 分崎て あ 色 2，3，4 のかたず{お金 た わせて:わせて、 5 まり、 5とは
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図3 2学期以降の算数科の年間指導計画

(4 )指導例
ここでは，対象児に対する 2つの指導例を紹介する 0

1つ (1指導例その 11)は当校の平成24年度第 4回授業
研究会 (2012，11，28)で取り上げた単元についてである。

もう一つ([指導例その21) は第41呂肢体不自由教育

実践研究協議会 (2013，2，8)で取り上げた単元について

である。

!指導例その1(11月'"'"'12丹の単元日

① 単元名「あといくつ (5までのかず)J

② 単元について

ア.単元設定の理由

{単元観}

本単元は5の合成・分解につながるその前段措の課

題であるとし 5までの数の構成とその量感をつかま

せたいと考えて設定したものである。

今後学習を進めていく 5以上の数は，例えば6は5

と1，7は5と2，ととらえられなければ台数唱の中

の一音としての数 という域を超えず，数量を表すも

のとして活用することは難しくなる。 5までが理解で

きることによって10までの数の理解が進むのではない

か，ひとまずは5までに豆切り 5の中で様々な操作が

できるようになることをねらっているO

{内容系統表及び指導内容表との関連]

f算数科・数学科内容系統表j及び f算数科・数学
科指導内容表J2との関連から言えば，本単元は f内
容系統表jのステップ Iから Eに示される f数概念j

「数の変化jの課題にあたる。これらを同時に扱いな

がら「数の量感をつかませる指導Jをと考えた。また
f内容系統表jをもとに作成された f指導内容表jに

おいては，ステップ 115までの数でどちらが多いか
わかるJもしくは，ステップnr 5までの数を操作す
るjにあたり，その内容として 12種類のものをそれ
ぞれ数えて数の多少が分かるjまた， 1合成分解:数

を合成・分解するjが示されている。因みに，次回の

「わけでみよう・あわせてみよう (5毘辺の数)Jはス

テップ n~m を取り扱うことになる。

2 詳細は「五人研究概要」を参照されたい。
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[:}旨導観]

本単元の学習を通して，彼らが例えばお菓子を配

られたとき， まずは 5までの数において rAがいくつ，

Bがいくつ， どちらが多くて一緒にするにはあといく

つ必要か」ということや， r密書館で本を借りるとき，
あと何冊借りられるのかjなどということが分かるよ

うになってほしい。そして，この先 r5Jが一つのま

とまりとしてとらえられることで， 6以上の数の理解

がf足せるようになることを目指したい。

イ.単元の指導目標

010までの数字(数詞)が，数量を表すものとして， 5 

より大きいか小さいかが分かる。

05までの数において， 2数を向じにするためには片方

にあといくつ必要かが分かる。

。操作ののち， r...と瞳でOJ10はA と豊富」という合
成・分解の表現で数を表すことが出来る。

ウ.単元の指導計画

時 学習内容

第 1'""-'3時 fあといくつJ(3まで)

4'""-'7 f2""'--'4のいえj と

「あといくつJ(4まで)

8~12 r4~5 のいえJ と

(本Il寺は第 8fl寺) 「あといくつJ(5まで)

① 授業案 (2012年11月28日の指導実践)

ア.本時の指導昌標

。数詞で示す 14，6， 8Jについて，操作ののち「新

しいものが1余るJ1新しいもの5，古いもの 1J 1新
しいもの 5，古いもの 3Jが言える(指定数ビー玉入

れ)。

。教員と!可じ数 14もしくは5Jにするための操作がで

き，操作の結果を克て， 1'"と瞳で4or5Jまた， 14or5 
はA と輯jが言える。

。阿児のチョコレートのどちらが多いかが分かり，操作

を通して fおなじjにすることができる。

イ.本時の展開

帯課題 タイムショック 2イ立数早読み [図 4]

① 言己f最カード 今日の卒読み枚数を記録し

6づケ ょう

帯課題 カレンダー fきょう J fきのう Jは:ど

② こ? roょうびになにがあ

4分 るj

主課題 fあといくつ」 -指定の数ビー玉入れ

① .5周辺の数 {図 5]

20づま .5のいえ .5のいえに男は何人?

.4、5の線路 女は何人?[Igj 6] 

-みんなは 3、先生は 5

先生と同じにしよう。

{図 7]

. fOは....と盟j

f....と聞はOJ という。

主課題 チョコレートゲー 紐をひいて 2人同時にチョ

② iλ コパックをとろう。どっち

10分 が多い?あといくつとった

ら同じワ[[gj8] 

図4 早読みカード 菌5指定数入れる課題

図6 5のいえ 図7 3の線路・ 5の線路

図8 チョコレートゲーム

ウ.指導呂標達成のための偲別の手だて・配慮

偲々の障害や認知の特性に配慮し単元の指導昌標達

成のために，個別に下記のような手だてを講じた。

OA児の指導の手だて

-教材の提示は渡してすぐやるタイミングで行う。

. rおんなじおんなじJ1トントンすとっJなどの言葉を
用いてやるべき行動へ注目と関心を集める。

-教示をシンプルにし 課題に対して出来たことの評価

をまめに千子う 0

・物の提示については 範囲を絞ったり見る偲所を明示

したりして行う。

OB児の指導の手だて

-場合によっては，教員の教示を復唱させて，教示がど

こまで理解できているかの確認を行う。

-常に芦を出して操作するよう促す。

-課題が常に意識出来るよう「おんなじおんなじJ1ト
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ントンすとっJなどの言葉を用いて今何をしているか
を意識させる。

-身体をしっかり教員の方に向けさせる。

④ 授業後の評価・皮省

ア.児童の評価

。 カレンダーワークを始めとした2位数の読みについ

て， 30までの数字早読み(本単元時の帯課題「タイム

ショックJ)の継続により， 1分以内に読めるカード

の数 (100までの数字の数)は 2名とも飛躍的に伸び

た。 1枚に3つの数字が書かれたカードを，両児とも

が平均10枚/min. 以上読めるようになった。

o 1指定数入れる課題jはその前の単元からの継続課題
であった。単元の終わりごろには， 3問テストを実施。

3回とも正解させる，間違わずにやる， ということへ

の意欲が高まった。算数以外でも物の偶数を数えたり，

指定された数だけとったりという活動では， 2学期終

わりごろから， 1から数える途中，特に5や6周辺で

数唱と動作が一致しなくなる といったことによる誤

りが減少しその正確さが増してきた(12あたりまで

に限る。紙に書いであるものは不確実)。

o 1指定数入れる課題Jでは， 5より小さい数字が示さ
れたとき， 1ほうら，かんたんJ，1次は10を出して」
という言葉が関かれるようになった。 5までは， 1か
んたんですぐにできるJものであり， 10は fもっとも
大きく，やってみたいものjという感覚が出来てきて

いるようだ30

o 1あといくつ (5まで)Jについて，エラーの数はや
や減少し「あといくつjが操作の前に分かる場面も出

てきた。彼らが操作以前に正答を出すことは7割程度

であり，例えば 15と3Jが並べてあれば， 1あと 2J
が言えるが， 15と1Jの「あと 4Jは難しい (B児。
A児は 15と2Jで「あと 3Jも不確実)。また，同

このことについて，当校の校長である川間健之介に助言を

求めたとき言われたことが，対象児の実態、をよく表している

ように思われたのでここに引用したい。それは次のようなも

のである。

rr海やプールのような水面があったとして、背が届くと

ころは5，そこから近いところがふ飛び込み台は 10，飛
び込み台の近くが9，5と6、9と10は分かるけれど， 7， 

8がよくわからないJというのが彼らの数の世界ではない
か。子どもの頭の中がどうなっているのか，数の世界は彼ら

にとってどういうものなのかを考えていく，そういうふう

に考えていかないと，彼らの数の指導はつまらないよねJ
(2012/11/29 ) 

逆に考えれば，このときの彼らはようやくそこまで達した

のだとも言える口そこまでの対象児にとっては， 1も5も10
も向様の佃i植であり，数唱の中の音の 1部でしかなかったの
ではないか。ここまでの淑り組みの中で， r5までは簡単。 10

はいっぱいで難しいjそのような数の感覚が身についてきた

のではないだろうか。そしてやはり， 7や8の理解はまだl凌味

であった。そこで5以上の数がこれ以降の課題となるのである。

じような教材の活動に飽きが生じてきた。始まりの会

での「子どもが3人，大人が2人Jを数えた後「みん
なで4人です」の発言は本単元の終了後も間かれ，あ

わせた人数や指を数えて確認させることを継続した。

イ.教員の評価

。チェックリスト・テストの結果を活用し，他の授業と

の関連を整理して授業構成を考えたことを具現化した

授業は，そのときどきのねらいがはっきりとし授業

のスタイルが一定化してとてもわかりやすいものとな

った。児童もこの形に慣れてきている。このまま続け

てみることにする。

0対象の児童にとって，多様な教材を用い，次々に教材

を示して操作させる方向性は概ね妥当であると思うが，

教員の操作と観察が追い付かない。もっと落ち着いて

やれる方法はないものか。

0この課題の達成度は7割。もっと続けたいところだが，

鬼童は飽きてきていて，継続は限界である。加の教材，

別のアプローチの仕方で開じような内容がねらえない

ものか。どのようなやり方や単元設定が出来るか。

③のア. とイ.による児童・教員両方の評価・反省を

ふまえて展開したのが，以下の授業である。

|指導例その2 (1月-----2月の単元)I 

①単元名

「わけでみよう・あわせてみよう(5周辺の数の合成・

分解)J 

②単元について

ア.単元設定の理由

{単元観}

本単元は， 1わけでみよう・あわせてみよう jとし

て， 15周辺の数の合成・分解」を取り扱い，最後に
i5のまとまりjを意識させる取り組みを行う。
その時期ごとに設定する主の単元は im貢序・数量を
表すものとしての数の概念」を積み上げられるよう，

教員が求める具体的な操作を通して，間いに答えなが

ら，数を理解していくという活動を設定している。本

単元は，その数を5までに区切り， 5という数の中で

様々な操作が出来るようになることを自指しており，

5の合成分解の前の課題として設定した前単元「あと

いくつ (5までの数)Jに続く指導である。

先に述べたように，対象児2名の「あといくつjの

習得度は不十分である。しかしこれを一旦打ち切り，

f分けるJ1あわせるJの活動の中で5までの数の操作
を取り扱う。彼らの指導は，一つの活動の達成度をあ

げることよりも，一定のところで，活動と視点を変え

てアプローチしていくことが有効であると考えたから

である。
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[内容系統表及び指導内容表との関連]

『算数科・数学科内容系統表』及び f算数科・数学
科指導内容表j4との関連から言えば，本単元は『内

容系統表』のステップEから盟に示される「数概念」

「数の変化jの課題にあたる。また『内容系統表jを

もとに作成された f指導内容表Jにおいては，ステッ
プ rr1 5までの数を操作するJもしくはステップ思
110までの数を操作する」にあたり，その内容として
「合成分解:数を合成・分解する」また， 1集合数:数

を5のまとまりとするJが示されている。因みに，前
回の「あといくつ (5 までの数)J はステップ I~rr

を取り扱ったことになる。

{指導観}

本単元の学習を通して，例えば，学級の「始まりの

会jの人数確認で「子どもが3，大人が2，全部で5

人jが数えなくとも分かるようになってほしい。また，

学級の中で全員にお茶をくむとき，そこにあるコップ

に全部入れるのではなく，まず5をとってほしい。仮

にA児が2つ入れたら， B児があと 3つ入れるような，

そんな子どもたちに育てたい。 5までの数でそのよう

なことが分かるようになれば， 10までの数の理解も進

むであろう。

本単元では，半具体物である複数個の玉やブロック

を使い， iある数量を分けたときに生まれる 2つの数

量は，その 2つで， もとの数量と同じ(分解)Jであ

ることに気付かせ，これをあわせて(合成)確認させ

る。

具体物の偶数と数誌を一致させられるよう教材を工

夫し， 5までの数について， i....と置はOJiOはaと

・Jが表現出来るようになることを目指したい。
5以上の数については，ひとまずは 16は5と1J 

i7は5と2Jが分かればいいと考える。 i5のはこj

を用い，入ったものを 5ととらえさせて， i 5とはん
ばjでいくつである， という見方をつけさせたい。 5

のまとまりを作る操作，指導を行ったのち， 16は4

と2Jへ進むか否か，児童の様子を見ながらこの先の

展開を改めて検討する。

イ.単元指導呂標

o i分けたり合わせたりjの操作を通して，操作の前後
の数の数量と数詞を一致させることができる。

05までについて， i....と国はOJiOはA と・」という

合成・分解の表現で，数を表すことができる。

0数が5より大きいか小さいかが分かり， 5のまとまり

を作って数をとらえることができる。

4 詳しくは iw.研究概要Jを参照されたい。

ウ.単元の指導計画

時 内容

第 1"'2 a寺 「あといくつ (5まで)J 

3"'5時 3や4を分けてみよう

6"'8時 5を分けてみよう

9"'11 a寺 5のはこ

(本時第 11時)

12"'13時 5といくつ (7まで)

③ 授業案 (2013年2丹88の指導実践)

ア.本時の指導呂標

o 5を i1と4 (4と1)J i 2と3 (3と2)Jに分
ける操作ができ，教材を見て i2と3で5(1と4で

5)J i 5は2と3(5は1と4)Jを言うことができ

る。

o 5の箱をいっぱいにするために，あといくつ必要か
をかたまりで選ぶことができる(例えば， 2入ってい

れば，必要なのは3のかたまりだと分かる)。

o 5以上の数量を5箱につめたとき，入り切らなかっ
たものの個数が分かり i6は5と1J i 5とlは6J

と言うことができる。

イ.本時の展開

帯課題 タイムショック 集合数早読み A児('"

① 記録シール 4)， B児("'5)[図 9]

6分 今日の早読み枚数をシー

ルではろう

帯課題 カレンダー 「きょうJrきのう Jrよ

② すうじのほん うびJrひづけJrぼくの

6分 (JI演序数) としj はどこ(カレンタ守

一・ほん)?

主課題 わけてあわせて 5をわけでみよう r5は

① (5周辺の数字) ムと口J[図 10，11] 

18分 5の箱につめる，もう 1

あったら?[図 12]

主課題 ブルーツ III 全部で 4or5個だよ。

② ブラックボ、ック u{1固とったら，箱の中は

10分 ス あといくつ?[図 13]

図9 集合数練習

ウ.指導自標達成のための偲別の手だて・配慮

対象児に対する個別の手だてについて以下の通り。

OA児の指導の手だて
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図10.図11 分けてみよう・合わせてみよう

図12 5のはこ ~13フルーツインボックス

-教材の提示は渡してすぐやるタイミングで行う。

. 1わけでみようチョッキン!J 1あわせてみようガッチ

ャンリなど一緒に言わせ，行動をコントロールし，

言葉と行動の一致を図っていく。

-教示をシンプルにし，課題に対して出来たことの評価

をまめに千子う。

-物の提示については，範囲を絞ったり見る個所を明示

したりして行う。

OB児の指導の手だて

-場合によっては，教員の教示を復唱させて，教示がど

こまで理解できているかの確認を行う。

. 1チョッキン!J 1ガッチャン!Jなど一緒に言わせ常
に今やっていることを強調する。

-車いすのブレーキを確実に止め，身体をしっかりと教

員の方に向けさせる。

-課題の趣旨と関係のない行動や発言について，さらり

と流していく。

④ 授業後の評偲・反省

ア.児童の評価

02月8日の次の授業で，図11の玉紐教材を示し「よく

みてね，こうするよ..Jと教員が2個の玉を反対方向

に移動させ，次の教示に移ろうとした。すると B児が

すっと手を伸ばし「これはこうなるんだよ」と言いな

がら， 3と2の数詞カードをはりつけ， 1僕，頭が分

かつてきたよ」と言った。 B児の中に 15は3と2J
が確かに入ってきていると感じた瞬間であった。

。「始まりの会Jで「大人が2，子どもが3，合わせて
5人Jを，雨児とも指を数えずに言うことが出来るよ
うになった。また 1人休んだとき 4人になることは

数えなくても分かるようになった。 5までの数が実擦

の学級内の人数と確実に結びついてきている。

0身のまわりの様々な物を進んで数えようとする姿が見

られ始めた。 1対1対応がより擁突なものとなり， 6 

や7の物が，必ずしもきっちり並んでいなくとも，

度数えたものは， もう一度数えないようにするような

指さしの手つきが克られるようになった。

0多様な教材を，とにかく好きに触りたくて仕方のない

様子は単元の終わりまで見られた。

イ.教員の評価

05までの数について，まずは前単元の「あといくつj
で迫り，続いて「分けてみよう・合わせてみようjで

単元化したことは概ね妥当であったと思われた。 5ま

での数の合成・分解にいたるまでに設定してきた，数

多くの操作経験の中で， 2名の児童は数の基本的な概

念を身に着けてこられている。

0教材の扱いに最後まで、課題が残った。 2人同時の指導

のため， どちらかといえば自よりも手が先に出る対象

児2名の，表情や行動・自の動きを捉えながら，こち

らの次の出方を考えるという本来求められる教示が十

分ではなかった。単元の最後のころには 1つの教材を

2名で代わる代わる取り上げることも試みた。

( 5 )指導内容表，チェックリスト活用の成果について

① 算数の授業について

授業者にとっては 「なんとなく見えていた児童の実

態が浮き彫りとなり， 目標がたてやすくなった。J1 1時

間の授業のどの部分でどの内容をねらうのか授業構成を

考える手がかりとなった。」等の利点があり，このこと

が「わかりやすい授業Jへつながったと思われる。対象
の2名は，授業の見通しを持って落ち着いて課題に集中

できる時間をf余々に伸ばしていくこと治宝できた。

② 算数以外の取り組みとの関連について

授業者としては， I他教科・他領域との関連が整理し，
授業を克直し改善するとき役に立った」ことが利点であ

った。算数の指導目標・指導内容が明確になったことで，

児童にとっても，その授業で、頑張る事柄がはっきりとし，

算数とそれ以外の授業の区別がしやすくなったようであ

った。待問割の理解がますます確実なものとなり，学校

生活にメリハリがついてきた。例えば 12時間百までお
わったから，あと 1時間ゃったら4時間目は体育Jとい
うような発言が聞かれ，話していることがこちらにも伝

わりやすくなった。また， 116対18でおの勝ち!J 1先生，

あと 2，足りないよ」という発言が関かれることから，

算数の力は確実に日常生活で活用され始めている。児童

の言動は，学校生活全般において見通しをもった，筋道

立ったものへと変わりつつある。彼らの各教科・領域で

の指導目標と指導内容をどのように定めて， どのような

指導を展開していくか。今後も同様の研究が求められる

ところである。(文責:武部綾子)
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算数科チェックリスト A数と詰十算 数峰念 氏名(' ベI包 シドナ年 L ! 月三子 i之島

数唱 数詞 数字 基数 5 頗序数 集会数 多少 合成分解 位取り 漢数字 お金 数藍韓

つ l万まで 4位数を 4位数を 1万まで 1万までの 4 {立数の 4位数の
4也数の世解ftリI時来l万の合 一十百千 4{立数そ ]万まで 41立数を

1品会- 数を i唱え 数字を競 数字で袈・ 個数を数 麟惑を数え 集会を続 多少が分
がよ出る合来成る分 る分解出

万のイ立が 諜数乎で お金を数 数直鶴上

年 られる む す える て表す み援す かる 分かる 表す える に表す
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学 で数をi礎 数字を説 数字で表 で関数を の頗番を数 集合を競 多少が分 よる合成分解 合成分解 {立が分か 議数字で お金を数 数誼線上

年 えられる 竺ーま;ixす" 数える えて表す み表す かる が出来る 出来る る 表す える に表す
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算数科チェックリスト A数と計算数畿念

数噛 数百湾 数字 基:数
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図14 A児チェックリスト

氏名( ß~乏 lイヱガ年 1/月 号臼
願序数 集会数 多少 合成分解 |位取り |複数字! お金 |数直線

lHtlf位叩 4，位数の位に 1万の合

麟悉を数 合を競多少が分 よる合成分解 成分解出

て表す 表す かる が出来る ~さる
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3.対象児童4 施設併設学級小学部4総児童

( 1 )対象児の実態

(障害名，心理テスト等の結果， 日常観察からの障害特

性など)

①対象児童について

事例の対象児は，小学部第5学年の各教科等(知的障

害者を教育する特別支援学校の各教科の目標・内容を含

む)を指導する教育課程で学習を行っている児童である。

脳性まひによる雨下肢機能障害を有する。下肢の手術と

リハビリのため，心身障害児総合医療療育センターに第

4学年2月から第5学年8月まで入園しその間当校施

設併設学級へ通学した。術後数ヶ月は上半身を起こすこ

とが難しく，机上での作業や学習は思難であった。上肢

の機能については学習上大きく問題となることは少なく，

手指も絵を描くことやものを作ることも得意とし，回復

期においては鉛筆やキーボードを用いた学習も支障はな

かった。白常生活においては， 自身でできることも多く，

また内面の不安や程度及びその対応を，他者に言葉で的

石室に{云えること治宝できていた。

第5学年5丹後半ころからは，体の痛みや不安が少な

くなり，作業や書字及び自力での移動がしやすくなった。

そのことで行動範囲も広がり，積極性がよりみられるよ

うになり，転入以前にあったであろう本鬼本来の姿が埋

間見られた。

学習に対しては意欲的であり 新奇なことに対する好

奇心や気付きも多く，言葉で伝えたり説明したりするこ

とができていた。特に算数科に対しては，得意な気持ち

も伝え，分からなくても諦めず取り組んだりする姿勢が

見られた。

②認知の特性について

本校在籍時に行なった心理検査の結果は以下の通りで

ある。

'WISC-III (生活年齢9歳10ヶ月時)

VIQ 50 PIQ 60 FIQ 49 

視覚一運動統合発達検査(VMI)(生活年齢10歳1ヶ月時)

V1¥111年齢 5歳10ヶ月

心理検査からは，抽象的な言語情報の処理を苦手とし

ているであろうことや，全体を見て捉えることには時間

がかかり，何を見るべきかが分からなくなる可能性があ

ることなどが推測された。普段の様子からも， 15， 16を

こえる数の暗唱がむずかしかったり， iきのう・きょう・
あしたJの関係性をすぐに思い浮かべることができなか
ったりしたことがみられた。一方，字や甑図の細かな違

いを見分けたり描き分けたりすることは得意としていた。

以上の心理検査の結果から推測される認知の特性と，

本児の実態や興味から，言葉を伴った視覚的提示，操作

や作業を通しての学習が望ましいと考えられた。また学

習した内容が，遊びゃ生活場面(カレンダーや時計な

ど)へつなげられるように，意識的に関連付けていくこ

とも考慮した口

(2 )対象児の算数科の実態(チェックリストの結果から)

当校転入後のA児は，入院と手術における心身や環境

の変化により，持ちうる能力を発揮できる状況とは言い

難かった。前籍校の資料にある学習内容や評価から浮か

んでくる姿とは，離れた実態にあるように見受けられた。

雨足をギプスで国定し，伸ばした状態での車椅子生活を

余儀なくされ，学校内での活動も仰向けのままで行うこ

とも多く，学習内容に集中できる時間は多くはなかった。

しかしながら，ボーリングやダーツなどのゲームの中で，

点数を暗算でできる範囲は即答して得意気になったり，

暗算できないときは指を使って悩みだしたりするなど，

問題に対し自分で考え解決しようとする習慣が身につい

ていることが感じられた。

本児の算数科を指導していくにあたり， i算数科チェ
ックリスト」を用いて数概念の実態の把握を試みた。チ

ェックテストを行なった時期には，上半身を7，80度程

度まで起こせる状態にあり，快適では無いにせよ書字す

ることは可能だった。「算数科チェックテスト A 数と

計算数概念就学前Jを行い，その結果から「算数科
チェックリスト A数と計算 数概念」に算数科の実態と

段階をまとめた。「チェックテストJの結果は以下の通
りであった。

自身が理解できている範囲を分かつているような感じ

算数科チェックリスト 数概念より (2013.4.25知包)

①数11昌:してつまで数えられますか?

→ 1 6まで (7→8で・ひっかかる)

②数詞:つぎのすうじがよめますか?

→ 29まで (30→わからない 3 1→じゅうさん)

G芹ぷ宇:つぎのすうじをかし、てみましょう?

→ 30まで(さんじゅうに→ 3D 1の位がかけなしす

笹湛数:ブロックのかずをかそ.えよう。

→ 1 5まで (16こ→17 1 8こー→わからなし、)

@)IU印字数:)1頃番を考えて口のすうじをいいましょう。

→ 9まで (6からは1から数唱して)

信濃合数:してつブロックがありますか?

→ 5まで。(仁亡工亡口も10と答える)

⑦多少:どちらのカヰぷ(数字)がおおきいでしょう?

→ 5 まで (5~]' 0までは正解率5O~も)

③多少:ど、っちのかず(フ冶ック)がおおきいでしょう?

→ 1 3まで

⑨づ捕手:かずをぶんかいしましょう。口のすうじをいいましょう。

→ 6まで(アは2と口?→6，9は4と口→7)

⑮合成・ふたつのカ寸三をがったいさせるといくつになりますか?

一→ 1 0まで
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が晃受けられ. 19 Jの字をOとiに分けて書き(図 1). 
の縦線を左右どちらに書けばよいかをいつも迷うことや，

132Jを「にじゅうきんjと fさんじゅうにjのどちら

か迷ってしまうことなど，間違えてしまうことを自分の

言葉で説明することができていた。また，集合数の問題

(図2)では. 5個のブロックを 110Jと答えるなど，

ものを見てとらえ，数へと変換することの苦手さなども

感じられた。

C く

'、、

へ同
i
1 ;〆

t 

図 1 数字 函2 集合数

(3 )対象児の算数指導自標とき十悪及び指導方針

①算数科指導目標について

本児は短期在籍児であり，治療・リハビリが終了する

と前籍校へ戻る。そのことを考麗し前籍校で作成され

た「平成24年震個別指導計酪」および「平成24年度偲別

指導計画表2後期J(表2) を参考にした。特に算数科

においては，前籍校「平成24年度個別指導計画Jにある
10身近な単語の読み書きや短い物語を読む力， 10まで
の数の操作が頭の中でできる力を育てる。」と 10生活

経験を増やし興味関心を広げ，疑問を解決するための

手立てを考える力を育てる。」を引き継ぐこととし当

21 

校においても指導目標とした。また，具体的な指導の呂

標については， 1個別指導計画表2J (表2)を参考に，
当校在籍中での算数科の指導E擦を設定した。前籍校で

学習してきたことを延長する内容と 当校で集中的に取

り組む内容の2つの方針を考えた。まず，さらに伸ばし

ていく内容として，答えが10までの足し算は指を使いな

がらでもできることから，その操作が確実に頭の中でも

できるための基礎を身につけることを一つの白標とした。

そして，苦手箇月号の克服とするものとして， 60までの数

唱をもう一つの内容とし 20や30をこえる数や大小及び

順序を理解していくことを目標とした。 160Jという数

の理由は， 1分=60秒， 1時間コ60分という生活の中で

身近な数字である時計への興味とつながりを期待したも

のである。当校在籍中の本児の算数科の目標は以下の2

点とした。

. 10までのまとまりが分かり. 10の補数関係を確実

にすること

.60までの数唱が正確にでき，前後の)11夏序がわかる

こと

数唱 | 数詞 i 数字 i 基数 i 順序数 |集合数 j 多少

表1 算数料チェックリスト A数と計算数概念

f立敬り |漢数字| お金 !数直線合成分解

211万まで数14位数を 14位数を 11万まで 11万までの 14{立数の 14{立数の 14位数の{立に11万の合 1-十百千 14位数を 11万まで 14イ立数を

学iを唱えら|数字を統 i数字で表 1j'R;]数を数 11帳番を数えi集会を読|多少が分|よる合成分解|成分解出 i万の{立が|淡数字で iお金を数 i数直線上

年lれる lむ lす lえる lて差是す 1み表す lかる iが出来る l来る i分かる l表す iえる Hこ表す

千まで数 13位数を 13位数を j千までイ悶 i子までの順13{立数の 13位数の 13{立数の位にj千の合成|一十百千 13位数を|千までお 13{立数を

を唱えら|数字:を続|数字で表 i数を数え|番を数えて|集会な読|多少が分 jよる合成分解i分解出来 iのイ立が分|渓数字で i金を数え i数度綴上

れる lむ iす !る !表す |み表す lかる |が出来る |る iかる |表す iる |に表す

11100まで12位数を 12位数を 1100ま 1100まで12位数の 12位数の 12位数の{立にi十、百の合|一十百の 12位数を|百までの 12位数を

学i数を唱え|数字を読 i数字で表|で偶数を|のj仮設を数|集合を読|多少が分 iよる合成分解i成分解出 11立が分か i漢数字で|お金を数 i数直線上

年iられる jむ iす i数える |えて表す |み表す iかる iが出来る |来る iる |表す !える I!こ表す

ふ I 6. 

テストの結果を，チェックリストイヒしたものが表1である O
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表2 前籍校資料より
都立清峰学菌「平成24年度個別指導計画表2後期Jより抜粋

教科 後期指導目標

算数 ①身についた算数知識を活用できる。
-買い物学習で必要な金額が概算できる。

-友達や先生に，事物を分配できる。

②1 0までの数の操作が独力でできる。

-適切な数認をつけて表現できる。
-足し算が頭の中だけでできる。
-引き算がブ、ロックで確実にできる。

③1 0のまとまりを意識できる。

.10が?で， ? 0とわかる。

⑪操り上がりの意味を知る。

②算数科と他教科・領域との関連，配意・工夫について

施設併設学級に在籍する児童生徒は，一日の半分を学

校， もう半分を治療とリハビリ訓練という生活を送って

いる。小学部4組の週時数は15時開(うち算数は国語と

合わせて遇3時間)である。また，小学部4組は各教科

等(知的障害者を教育する特Jjlj支援学校の各教科の目

標・内容を含む)を指導する教育課程であることから，

算数科も「生活」ゃ「自立jといった他教科・領域と関

連させながら指導した。例えば 自立の時間にサイコロ

の工作を設定したりなどした。一般的なサイコロの観察

後，展開図を切り出し，折り曲げのりづけし立方体を

作った。仕上げに， 自分なりの書き方で，それぞれの面

にOから 5までの目を書き入れた。通常のサイコロと異

なり O~5 までとしたのは 5までの数をまとまりとし

て捉えることと， 2つのサイコロを使った場合，和が10

になるようにとねらったものである。算数科に限らず，

小学部第5学年という生活年齢と，現在及び今後の生

活・進路も見据え，学習したことを生活の中につなげて

いけるよう，知識の習得だけにならないような指導とな

るよう配慮したい。

本児の算数を指導するにあたり，第5学年当初は，足

を伸ばしたまま国定され，上放は少ししか起こすことが

できない状態であったので，机上での学習は現実的では

なかった。そのため，友だちとゲームを楽しみながら，

その中で具体物(ボール， ピン)の操作や点数としての

数字への変換，板書された得点の合計を計算することな

ど，遊びの中に算数的活動を含みつつ行なった。

毎回の算数の時間には導入として，表(図 1)を見な

がら60までの数唱を行なった。表には120までの数が含

まれており，初見の際「わかるところまで数えてごら

ん」に対しては30前後まで数えられた。さらに「他に分

かる数字はある ?Jに対しては 九00はわかる。ゲーム
のレベル100Jとの回答だった。 flOOJという数字が，

やや大きな数であることは分かっているようだ、ったが，

どのくらい大きく，小さな数から連続した先にある

f100Jという値であるという理解は少ないようであった。

教員から促すまでは，両手で、表を持って，数唱を行なっ

ていた。そのため， どこまで数えたか分からなくなるこ

とがあった。指で一つずつおさえながら数えることを促

すと，数字の読みかたに迷ったときでも， どの数字だ、っ

たかを失念することはなくなった。また， 60までの数字

マグネット(図2) も用いて，数えることと並び替える

ことについても取り組んだ。タブレット端末(図 3)で

は，プレゼンテーションソフトを用いて， タッチするこ

とで次のスライドヱ次の数となるようにして，指を使う

ことを意識させつつ取り組ませた。このように，開じ60

までの数の学習(数唱や並び替え，数の大小)において

も，一つのやり方だけではなく，複数の方法を組み合わ

せながら指導していくことに配癒した。

図1 数の表 図2 数字マグネット

図3 タブレット端末

ギプスが外れ，装具着用になりひざが曲げられるよう

になってからは，机上で書字することもできるようにな

った。この時期からは，プリントやタブレット端末とス

タイラスペンも用いて，計算問題などの学習を行った。

タブレット端末を使用する際には，児童のみで扱い， 自

身で考えながら問題に取り組める時間と，操作の前に教

員が入り， f次(の数)はなーんだjなど尋ねるなどし

て機器と児童だけの関係とならないよう配慮、した。

(4 )指導例 (2013.6.5)

①単元名 160までの数(Jil雲序数)J 

②単元について

ア.単元指導目標

.60までの数について順序や読み方，表し方についての

理解を深める。

.60までの数ついて 他の場面でも活用できるようにな

る。

イ.指導内容表との関連

本単元における「算数科・数学科指導内容系統表J.
「算数科・数学科指導内容表Jとの関連は， f系統表」の
A数と計算・数概念の部分にあたる。また. 1指導内容
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表」では， A数と計算・数概念・ステップNの 1020ま
での数を数えたり， 10までの数を操作できる」となるが，

1学年の 102位数，簡単な3位数までJの部分まで関
わる内容となる。

③指導の配慮と手立てのポイント

具体物の操作や手指を使つての操作を伴いながら学習

内容に取り組めるよう配慮した。同じ内容でも複数の教

具を使い，同様の結果が違うものでも共通してあらわれ

ることを確認できるようにした。また，見ること，指で

押さえること，声に出して読むことを同時に行うよう促

し自分が見ている・考えていることを見失うことのな

いような意識が身についていくよう指導した。本児は，

時間をかけることで 理解や発見をすることも多いので，

安易に声かけはせず，様子を見守り待つことも十分に配

意した。

カウンタや画面に表示された数字を指で押すことやタ

ップすることで，増やしていき，数を体感できるように

した。数の表を使つての数唱の際には， まずは声をかけ

ずに本児のやり方を見守った。その後，指差しすること

を促した。次に，一つの数字を隠しその数字が何かを

答えさせた。本児の視線がどこにあるか注意し 2関目

以降には途中の数 (20や40など行頭にあるもの)から数

えてみることを促した。ここまでは数唱で使用した数の

表で行うようにした。すごろくにおいては，今いるマス

を起点 (0)として数えていくことに注意するようにし

た。ゴールした後には マスの数を数えさせ，透明シー

トの上に数字を書いていった。記入は教員が行い， シー

トの下からすごろくの紙を抜き 数えてきたことを可視

イとできるようにした(図 4，5)。

図4 すごろく 図5 すごろく(数字のみ)

①授業案

ア.本時の指導包標

.60までの数唱ができる。

.60までの数字が読め，表すことができる口

・60までの数において， }II員序がわかる。

-すごろくを楽しむことができる。

イ.授業案

学習活動 高占意と手立て

導 . 1分間カウント勝負。 -カウンタとタブrレット

入 -本時の学習を知る。 を交換し，それぞれ一回

ずつ行う。

展 本日寺の課題の学習

関 '60までの数を数える。 -指を使って数唱するこ

とを促す。

-憶された数字を答える。 -分からないときには前

後や位をヒントに考え

-数字を読む。 ることを伝える。

-表とはJ:lIJのカードで出

題する。

-数詞を聞いて，数字を探す・ -一冊目は， (JI摂番に並

書く・確かめる。 んでいる)表から。二問

自は，順不同のマグネッ

トから。

-探せないときにはタブ

レットを使い，音声を文

字化する。

学習した内容を含むゲーム -本児にサイコロの自を

-すごろく 読ませる。

-次のマスから数えるこ

とを伝える。

-本児に数えさせ，教員

が盤上に言己入する。

ま 学習の自己評価

と -発見したこと，難しかった -すごろくと数唱で使っ

め こと。 た表を比べさせる。

-続きの数字

③授業後の評価・反省

評価の観点は以下の通りとした。

.60までの数唱ができたかG

.60までの数で，数字を正しく読め，数誌を聞いて

正しく答えることができたか。

-数のことを意識しながら，すごろくを楽しむこと

ができたか。

数の表での数唱は， 自分から指を使うようになった。

指を使うことで見るべき数を明確にすることができ，数

字や}II真序性を見失うことがなくなった。数を探し直すた

めに思考を使う必要がなくなり，読み方に迷っていた15

~16の箇所や， i31Jが「さんじゅういちJなのか「じ
ゅうさんjなのかなどを自分のペースで考えることがで
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きていたようである。教員の助けなく. 0から60までを

通して読むことができた。教員が出題した数認を開き，

表の中から選んだり，提示された数字を正しく読むこと

もできた。

自常の中でも， 日にちのカードを扱う際にバラバラに

なった順番を並び替えようとしたり，意識的にカレンダ

ーの数字を見たりするようになった。 60までの数唱を日

常的に行なってきたことで，やや大きな数字における数

の順番や連続性についての理解が深まったようである。

しかしながら. 131-口-33Jなどの出題形式で，数の
順序を答えることには課題が残った。

すごろくは，他の活動待問に遊んでいたことや日常か

らの経験からも. )レールを理解し楽しむことができた。

コマを動かす際に，起点をとして数えることが定着しづ

らかったので，その都度声かけを行なった。ゲーム終了

後に何マスあったか確認にする際に，自然と数唱する

ことができていた。マスの数は43までであったが，マス

を数字に変換して確認したことで，数唱や計数，量の概

念がに対する理解の範留が広がったのではないかと思わ

hる。

(5 )指導内容表，チェックリスト活用の成果について

本児は，第4学年，第5学年と年度をまたぎ当校に在

籍した。実質の登校は 6ヶ月間であった。手術・リハビ

リのための入閣に伴う転入であり，前籍校に戻ることは

決定事項であった。前籍校からの資料も，手術やリハピ

1)による心身や環境の変化による，学習への影響は少な

くないもので，実態との差があった。そのような児童生

徒へ指導する際に，チェックテストおよびチェックリス

トの適用は有用なものとなった。心理検査等では児童生

徒の認知特性を捉えることができるが，チェックリスト

からは，その時点で、の児童生徒の理解の状況や段階を客

観的に捉えることができた。また. 1算数科・数学科指

導内容系統表J.1算数科・数学科指導内容表」に拠るこ
とで，指導の内容を明確にすることができた。指導者と

して授業を作るための参考ともなり，複数で授業案を検

討する際にも，その子どもが「何ができて，イ可を苦手と

しているのか」の共通理解がスムーズとなり，話合いも

しやすいものとなった。

(文黄山浦和久)
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4. 対象児童:施設併設学級小学部 1組 1名

( 1 )対象児の実態

①対象児小学部 4年 10歳

②j嘩害 脳性まひ(脳室周囲白質軟化症)，知的障害，

城下障害

③遠城寺 遠城寺式乳幼見発達検査 (2010.12.15)

移動運動 0:03~0:04 手の運動 0:05~0:06 

基本的習慣 1:06~1:09 対人関係 2:00~2:03 

発 諾 0:10~0:1l 言語理解 2:06~2:09 

④個加の指導計画{課題]

(中心課題)← 1年後を見通した課題

。コミュニケーション手段の獲得を呂指す。

O認知能力の向上を図る。
0生活経験の拡大を密る O

0興味関心の拡大を図る。

(基礎課題)←今現在の課題

0情報器機の手IJ尽によって2語文程度のコミュニケーシ

ョンがとれるようにする。

0100までの数概念，加法減法計算の概念，基本図形の

概念，量概念など算数学習の基礎的内容の理解を図る。

O通常児童が体験している生活経験と同等の経験をし
興味関心を拡大し実体験も基にした知識を養う。

(2 )対象児の算数科の実態
①数唱:言語障害なので厳密にはできると言えないが，

30まで芦を出して数えることができる。

②数詞数字:30までは確実に数字を読むことができる。

書くことはできないがカードを選ぶことはできる。

③基数を数える:20ぐらいまでは，関わ与手の動作等に

合わせて正確に数えられる。

④JlI貢序数:ぬまではその順序がわかり，前や次が分かる。

⑤集合数:5までは，確実に答えられるが，時間がかか

ることから，集合として捉えているか不明である。

⑤多少:20までの多少が分かるが，順序で判断している

ょうである。

⑦合成分解:不明

(3 )対象売の算数指導目標と計蕗及び指導方針

①重複障害児の算数指導に当たっての考え方

0知識技能として定着を図るため，常に継続した指導を

心掛けること。

0集中できる時間が短いので，子ども自身が授業の見通

しが持てるようにパターン化した授業が望ましい。

0身につけた算数の能力が活用できるように，具体的な

生活における活用場面を常に設定し指導する。

0楽しめるゲームなどによって身につけた算数の能力を

活用し，活用カと学習意欲を高める。

0着実な定着を菌るために，操作，作業を通して，五感

を通したエピソード記憶として学習を積み上げる。

②指導目標

0100までの数の順序数としての理解

表 1 算数科チェックリスト A数と計算数概念氏名( 0000 ) 2013年 4月 25日

数唱 数詞 数字 基数 1 ~慎序数 | 集合数 | 多少 合成分解 位取り |漢数字| お金 j数直線

211万まで数14位数の 14位数を 11万まで 11万までの 14位数のは位数の 14位数の位に11万の合|ー十百千 14位数を 11万まで 14位数を

学iを唱えら i数字を読|数字で表 i個数を数 IJI槙番を数え|集合そ読|多少が分 jよる合成分解i成分解出!万の位が|漢数字で|お金を数|数直縁上

旬三iれる |む jす |える jて表す iみ表す !かる |が出来る i来る |分かる !表す iえる iに表す

千まで数 13位数の 13位数を i千まで儲|千までの頗13位数の 13位数の 13位数の位にi千の合成 1-十百千 13位数を l千までお 13伎数を

を唱えら|数字を読|数字で表|数を数え i番を数えてi集合を読 i多少が分 iよる合成分解|分解出来|の位が分 i漢数字で|金を数え;数直蟻上

れる iむ iす iる |表す |み表す |かる iが出来る iる iかる j表す |る |に表す

il宇田町内:lifFiji112?l;訓i円fPIE-pl127
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。和が10までの加法

010までの数の引き算

。量概念の形成(直接比較，間接比較，いくつ分)

時計(何時，何時半)，カレンダーを読める

O丸・三角・四角，丸・長丸，真四角・長四角等の弁加

。お金(1円， 10月， 100円， 1000円)の種類と価値観

O段と列が分かり，位置を示すことができる。
③指導時間 週2時開(月水4校時)年間70時間

④授業の基本的な流れ

。数Il~の練習

。前時の復習

O本時の学習のめあて確認
。本時の課題の学費

。学習した内容を使ったゲーム

O学習の自己評鏑
⑤年間指導計画

。単元の配列について

算数学習において概念形成を机上学習で進めても，実

際の生活場面での活用がなされなければ，その概念の定

着は難しい。単元の配列として，学習して得た算数的な

概念を生活場窟で活用する機会を十分に保障し定着を図

っていく。各教科等を合わせた指導と連携を図り，配列

を工夫した。

表 1 年間指導計画表

Jl 適時数 学穏内容 世ii考

4 ① 2 1. 30までの数 数唱、数5司、数字、順序数、多少、 数字カード

② 2 2 カレンダーワーク カレングー

@つ fH寸、明日、昨日、 i列後日、一昨日、第{可週

。戸 G> 2 3. 60までの数 数i弘、数3司、数字、 数字カード

@ 2 順序数、

@ 2 多少

⑦ 2 4. 11守計のiB'eみ方 H寺1111 秒 授業研究 H寺昔i

6 ⑤ 2 うヲ

@ 2 11寺!ll]

⑬ 2 11寺刻i {可11奇{可分 ストップウォ。2 何時間後、{可分後、{可秒後 ツずー

7 ⑫ 2 5. 1 0までの数 集合数 数字カード

⑬ 2 多少 タイノレカード

@ 2 分解合成 合学習のまとめ

9 ⑬ 2 6 和が 5までのJJII法 タイノレ

⑬ 2 7. 5までの数の引き算 おはじき

⑪ 2 8 和が 10までのJJII法

⑬ 2 9. ! 0までの数の引き算

10  ⑬ 2 10 室主綴念、の形成 f長さj (直後比較) 比べる物

③ 2 WtH妥iヒ絞) ひも、;1;規

② 2 (し、くつ分) 消しゴム

② 2 11. j圭さ 単位 cm 物差し

11 ③ 2 1 2 丸・三jlj・l!!l角の1f-glJ 三jlj，定緩

@ 2 -;1しと長主L 色板

③ 2 .Jj足[担角と長凶ilj 形刀ード

③ 2 -いろいろな=角形 裂はめ

1 2 ② 2 1 3. J診の合成分解 平面色抵l 色抜

③ 2 立体綴み木 移iみ木

1 ③ 2 1 4. 60までの数の数百正線としての理解 数字カード

⑧ 2 1 5. 11寺計 (i可日寺、{可11寺三i士、 {'1I1寺{百分) 11寺普i、

@ 2 1 6. 11寺i剤、分、秒 ストアプウオフチ

2 @ 2 1 7. 100，主での数数柄、数字、 llii!字数 数字カード

③ 2 多少、 10のまとまり

@ 2 1 8 お金 (1円、 jO円、 1001司、 10001弓)の綴類 お金総主百

@¥ 2 1 9 お金を数える j;;J十{可i可 お金

3 @ 2 20 お金を数える 何百円

@ 2 女学習のまとめ

( 4 )指導例I

①単元名 単元 r 4_ 時計の読み方J 10時間
小単元 「時間 J 6時間

内容 秒 2時間 2/2本時

②単元設定理由と指導の進め方

本児は，生活に関わるおおかたの時刻に対する意識は

持っており，朝起きた時間や食事の時間，学校へ行く時

間，帰る時間，寝た時間など，規則正しい日常生活の流

れに合わせて，その時刻を意識し答えることができる。

また，時計の針についても，短い針が指す数字を見て，

何時か読める。昨年は何時，何時半まで指導したが， 60 

までの順序数の理解が不十分であったため，半や30分の

イメージが十分定着していない状況であった。今年度に

入って前単元では， 60までの数について学び，数詞，数

字， }II貢序数の概念がどうにか結びついた状態になったと

考えられる。そこで，ここで時間と時刻の単元を設定し

た。

数唱することが時間を計る方法であることから，時間

の量的概念を育てることから単位量の「秒Jr分Jr時
間jを知らせ，時間の計り方を習得させる。さらに，時

刻の流れに気づかせ，時計ーが読めることを習得させると

共に，時間と時刻の関係や午前午後， 24時制，時刻の前

後についてもその意味を習得させ生活に活かせるように

していきたい。

表2 単元指導計画

rlllf~十の鋭み方J 1011寺1111

月 i司 学努内容 俄考(教材)

5/'i 2 7 n (Jl (1) H寺1111 ①秒 11寺側Jf秒」の敏感を育てる。 H寺告十、デジタノレ時計

11寺1111のi社{立「秒jを知る。 砂11続十

ストッブ今ウ才ッチ、
ー.‘・‘・.‘ーー・ ー一一一一一一一一一~
2 9 Ii (水) 授業研究 {可秒の白星Eりが絞める。 メトロノーム

{可秒の長短、早い速いが分かる

6Jl 3日(Jl ②分 時Illlf分」のf在感を育てる。 時刻、デジタノレ11材i

11寺1111の時iiiLf分Jを士jlる。 12J;1l寺針

ストップウォッチ、
司・・ ・b・・

51ヨ(水) 1分=60秒を?-ilる。 メトロノーム

{可分の目盛ワが絞める。

{可分の長短、早い遣いが分かる

101'1 (月 ③l時間 li寺11¥1fllljlHIJの滋磁を脊てる。 I1寺前、デジタJレl時計

H寺11司のljij宣 I11寺IllJJ>d:士jlる。 砂11寺:H

ストップウォッチ、
-・・ ー・・

1 2 n (水) 111寺IHI=60分を知iる臼

何時1mの尽滋りが絞める。

何時1111の長短、玉手い遅いが分かる

1 7日(刃 (2) H抄81 ①{司持者{可分 2 411寺nIJ=11ヨを匁Iる。 11寺宮i、

時ft.!会の{可11寺{可分が絞める デジタノレが'i!H

数の数i直線ー...__..畠ーーー'・ーー

J 9 Ii (水) 午前午後を知る

241時間íl~1で淡せる

24 n (月 ②11寺1111のi並み方 あと 時計、

i時刻jと11寺IHIの!品!係が分かる。 デジタノレH寺号i

何時間後、{可分後、{可秒後 砂時計

ー-一一-....-- ーー~色、 岨 ι 、、』 田会 ストシプウォッチ、-日_.--.-----， 
26 l'l (水) まえ

何時1111詰旬、 f可分詩1j、{可秒前

合学習のまとめ
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③授業案

。学習自襟

・ストップウォッチの秒のデジタル表示が読め，何秒か

計れるようになる。

-見えやすくすることで何秒の目盛りが読める 0

・秒の長短，早い遅いが分かる。

0学習の手立て・配意
・コミュニケーション手段の中心である YES.NOの

サインを十分に活用しながら授業を進める。

・時間・時刻の概念形成を重視し単位量に関わる算数

活動を展開して，他の量概念に般化できるようにする 0

・生活に関わる活用事例を具体的に提示しながら，実際

に活用させる場面を作っていく。

・通常の児童が体験するような生活経験を設定しその

実体験を通して時間の量感を養うようにする。

表3 本時の評価基準

関心・意欲・態度 数学的な考え方 淡混・処理 知機・互主解

①ユトップウォッチ ①時間の~さ f秒 ①デジクノレの数字の ①デジタノレ君主示 ①計るものの始まり

の{可秒のデジタノレ雲母 J Iこ関心をもち、 変化の仕方を数唱と を続むことがで と終わワが分かり、秒

五ミが絞め、{可秒か昔1様々なH!itHlを宮iろ 合わせて考えること き、 i昨日目iを旨iる という単位設でれれ

れるようになる。 うとする. ができる。 ことができる。 ることが分かる。

②見えやすくするこ @秒針の動きやお ②信感りの仕組みゃ ②秒針の持ます自 ②秒針の示す民国主り

とで作]秒の白磁りが 塩基qを絞むことに 秒針の@り方などの !経りをi!l'iみ、 1I寺の意味が分かる。

絞める 6 かんしんをもっ。 きまりを考えるニと !百1を言iることが 秒、吉iの正確な塁走みカ

ができる。 できる。 が分泊、る。

@I可秒の長短.早い ③持ffllの長さに関 ③秒数からi時間}の長 ③秒、数の多いほど時

迷いが分かる. 心をもち、比べよ さ、ものの速さなど IllJが長く:i!l!いことが

うと寸ーる。 の関係を考えること 分かる。砂という単位

ができる の活用が分かる。

表4 本時の計画

学習活動 予想される兇滋の活動と反応 留意点女手立て評価の綴点

① 60までの数鳴の練習 ， 5$(1)みにJl'Iを出して数鳴する。 .f弓形に数字を~~べ数

② 11守i時のjj)i習 スタートから 10~えて、合関 唱する。

10秒、の当てゲーム をする， IpadO)デジタノレスト

時Illlの単位 f秒びょうj 秒が待問の単位であることを思 ップウォッヲーをしよ

③ 本日寺の学留のめあて被gg い!討す。 うする。 [1犯iの
[1可砂か普1ろう 'J 本Ii寺のめあてをJl'Iを出してiB'lむ ]秒の長さをメトロ

fどっちが長い短いつj 。{司をするか自分lこRljv、かけ荷主総 ノームを使って~i諜 l限11③

f早い還も、つj する。 する。

③ 本11寺の線量置の学習 デジ'91レ授示lこ合わせて、 60 -一秒、ずつ数がt曽える

60秒を数える まで5:$司iみ!と数唱する。 ことをl1iii隠する。 [考]①

(デジタパ〆袋示) 秒針のIJiIJきに合わせて、 60ま 針が動いたま誌に合わ [1羽1O

60秒を数える で5おjみ{こ数唱する。 せて秒がt曽えていく [考Jo

(秒針の!IiIJき) -スタートからk子きなときにスト ことを機忠告する。 [君主]① 

ーデジタノレ堅苦示を鮫む ァプウォッチを止め、デジタノレ袋 {知}①

示を絞む。 [袋]②

右@りiこ針を追いながら、動い 。iのEめきを;誌で追い [知IJ②
-秒古iを絞む J 0秒刻み た散と11寺1111の関{系を考え、古iの指 ながら[UJv、た設をと

5秒、3{1Jみ す目盛りを絞む。 らえさせる。

l秒刻み フラッシュカード等で2i?iで長 .1間違えたml趨は何度 {考}③

-どっちが長い。 数字で い11寺1I討を答える。 もあうまで繰り返し[知11③

早い? 2つのストップウォ γチの絵を 提示する。

-どっちが長い? 秒童|で えて、 f可秒か自品B を絞み早い1;1 -見やすい絵を用意す

早い うを答える。 。。

⑤ 学漣したI!守若手をi吏った 2つの音やjl1'を聞き‘どちらの 'jllif昨にする?苦やFイ {袈}

ゲーム 官のブ1];1)¥1蔓いか、Ilflいたl訟じでニ予 を使い、これlや三択の ①② 

音の長さttベ i!!l)し、災i燃の干干の長さをn!'ワ、?苦 興味をひくゲームを {考i③

iiliさ上ヒベ のj是さを比fくる。 作成し‘教師と楽しむ

③ 学習の自己将{出l ようにする。 [1怒}

今日は仰を勉強したのつ 今日の学習の自己評他iをする。 ~*Y屯の伝えたいこと ①②③ 

分かつ7こことはつ をfhci~J;許取り、教姉が担E

仰が部i当かったつ 示した誉主主を選択す

⑦ 説、i時の学習 -次のi昨日時の勉強に!!l/i見2・1M]心をも ることでコミュニケ

I分jの勉強です。 ずコe ーションを!濁る。

③授業後の評価・反省

60までの数の順序と60秒の時間の量感が結びつき，実

際にストップウォッチで様々な時間を測定することで十

分に秒の量感とi則定の仕方を理解することができた。

(5 )指導例E

①授業名 は台まりの会J(教科等を合わせた指導)

②対象学級施設併設学級小学部男子2名女子4名 重

度・重複学級

③指導の呂的

0今日の予定を知り，学習意欲を高める。

0それぞれの役割をもった集毘活動として，教師，友達

とのかかわりを広め 集団性を高める。

④本児の岳標

。今Eのクラス全体の予定を知り， 自分に関わる学習に

ついて見通しをもっO

0それぞれの活動にその場の状況を考えながら積極的に

参加する。

O国語，算数で学習し習得した内容の活用の場として，

自分の役割を果たす。

⑤授業の流れと本児の活動

表5 授業の流れと本児の活動

授業の流れ |本時の活動

(1)以じめの挨拶 |制のスイッチを押して挨拶する

(2)季節の歌 l芦を出して歌う
(3)呼名、健康チェック |ハイと返事して、健康状態を知らせる

1但1...-::'--5'で竺?三----一一一一一一一一昨一一一一一一
① 

② 今尽の臼イせを答える

③日 |第何番屋のf可自毒自か答える

(眠気 j 
①の天気

②れからの天気 i天気予報より午後の天気を答える
(6)今日の予定

向き校男J翠璽芋費 w 一一 j旬(J)翠2準君、_.lf~名~号1ih--Z:芳三予一一
導一時
一
拶

偲
一
峨

時
一
一
り

受
一
わ

4
一お
戸

)

@
一
げ

平仮名を読んで担当教師を答える

iPatのスイッチを持して挨拶寸る

⑥授業後の評価・反省

教科等合わせた指導の中では，系統的に指導を進める

抽出した算数の授業の成果を活用する場面を設定するこ

とが大切である。本時でも，十分に算数・国語で学習し

た内容を活用していたと考えられる。

(6 )指導内容表，チェックリスト活用の成果について

① 個別の指導計画作成に関わる重要な資料となり，具

体的な課題設定が容易になる。

② 個々の児童の算数・算数科の指導目標，指導計画作

成に当たって，分析的な実態把握として有効なもので

あり，計画及び実施にとても役立つた。

③ 教科等合わせた指導と教科指導と連携して指導する

ことによって生活を支えるカとして身についたと考え

られる。(文責佐藤孝二)
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VI. 結果と考察

1 .実践事例から

対象児童 1は，聴覚的記憶が得意で、数唱はできるが，

順序数としての概念理解が弱く，ある数の前後，数と数

の間の数など，数の順番が十分理解されていない実態で

あった。それに対し， 130までの数」の得意な数唱を確

実にしながら. }II夏序数としての数概念を深め，カレンダ

ーが読めるように指導した実践事例である。チェックリ

ストにより本児の実態が分かり，指導内容表より指導内

容を精選し指導目標を設定し短期の指導計磁を立案

している。得意な函を活かし不得意な面を克服すると

いう発想によって，本児が意欲的に学習し 130までの

数」の}!I真序数としての理解が定着し，カレンダーが読め

るようになった。

対象児童2・3は. i30までの数jを数唱したり，数

認を読んだりすることができるが，数概念としては，順

序数，集合数の概念ともに 15までの数」が難しいとい
う事例であるO 様々な具体物，半具体物を駆使し，手の

操作や言葉・音によるイメージ作りを工夫して，スモー

ルステップで展開した指導であり，その結果，楽しく集

中した学習の中で少しずつ数概念が育ってきている。チ

ェックリストにより，算数の実態が明確になり，授業の

呂標設定がしやすく，また，授業構成をする手がかりと

なり，有効に活用することができた実践事例である。

対象事例4は，比較的に順序数としての理解の弱い事

例である。前籍校では.110までの数Jの集合数として
の理解を中心に指導されていたので，集合数としての見

方は，かなり定着してきているようであったが，順序数

としての見方ができず，生活の中でカレンダーを読むこ

とや時計(時刻・時間)，長さなどの連続量の量感がつ

かめないようであった。そこで， 160までの数」の数唱

を通して， JII真序数の理解を図っていこうとする実践事例

である。 6ヶ月間の短期在籍の児童であるが，チェック

リストにより，短時間で算数の習熟度が分かり，在籍期

間の指導目標や指導方針・計画を立案するための有力な

資料となった。また，ケース会や授業検討会の資料とし

ても客観的データとして共通理解することに役立つた。

対象事例5は，コミュニケーションの手段が，はい・

いいえのサインのみの児童で，算数の力がどのくらいあ

るのかがとらえにくい児童である。しかしチェックリ

ストの項目をひとつずつ丁寧に工夫して行うことで，算

数に関わる理解度がみえてくるようになった。全体的に

得意・不得意というものはなく，平均していることと，

4・5歳程度の算数の力があることが分かった。ただ，

自分で物を動かしたり声を出したりして数えるなどとい

う算数的な活動ができないので，十分に定着しているか

不明である。生活で臼常的に活用できる算数的な内容と

いうことを念頭に置いて，指導目標，指導方針・計惑を

立案し指導した事例である。 60までの数をカウントする

ことから時間の感覚を育て，時間・時刻の学習に広げて

いった実践である。

2 有効性について

( 1 )算数に関わる学力の把握

5つの事例を通して，チェックリストを用いることで

対象児の算数科の実態が浮きぼりにされたと述べている。

短期在籍の児童についても，手軽に行えたことも，良い

点と考えられる。

(2 )個別の指導目標と指導方針・計画

対象児の算数の実態をチェックリストでっかみ，指導

内容表から指導内容(巨標)を精選し設定する。その過

程で，基礎・基本， 日常生活の中での課題となる活動，

対象児の得意・不得意な内容などを考癒して指導方針を

ねり，個別の算数の指導計画を立案していく。そのとき，

チェックリストの結果及び指導内容表は， とても重要な

資料となる。

(3 )授業の組み立て

指導内容表の系統をしっかり押さえることで，今の授

業がどのように発展するのか， どのような下位目標に支

えられた学習になるのか分かか細かな目標設定をしな

がら，授業を組み立てることができる。

( 4 )教科等を合わせた指導の中で

算数の系統的な指導で定着した概念や知識・技能は，

生活全体あるいは，教科等を合わせた指導の中で具体的

に活用されなければならない。杭上で学習された算数の

力を具体的な生活の場で活用できるようにすることが必

要である。対象児5で教科等を合わせた指導「はじまり

の会」の授業を基に研究協議したが，個々の児童生徒が

どの程度算数の学力があり，現在どのような学習をして

いるのかをしっかりおさえ意図的に活用の場面を設定し

なければならないD そのためにも チェックリストをつ

け，算数の力を分析的に把握することは有効と考えられ

る。

( 5 )短期在籍の児童生徒の指導に関わって

当校の施設併設学級には，手術やりハピ 1)の白的で短

期間(1 ヶ月 ~l 年)在籍する児童生徒が存在する。

対象児1や4は，短期在籍の児童であり，チェックリ

ストや指導内容表の活用事例である。わりと短時間で簡

単にチェックできるチェックリストはとても使いやすく，

実態把握に役立ち，指導内容表は，短期間の指導官標，

内容を考え，在籍期間の指導計画を考える際の指標とな

っTこむ
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3，算数科の系統的学習の必要性について

健常な子は，生活や遊びの中で様々な算数的な活動を

自発的に何度も繰り返し経験している。五感と声や動き

の表出活動によって，確実な概念形成をしている。しか

し肢体不自由や言語障害，知的樟害の子は，十分な算

数的な活動の機会が少なく， さらに，その経験を受け止

める五感や声，動作による表出活動を円滑に進めること

ができずに，着実に算数の力を伸ばせない状況が，多く

見られる。そこで，重複障害児にとって，生活や活動を

中心とした教科等あわせた指導の他に，算数の系統的な

指導が下記の2点の理由で必要と考えられる。

。概念形成に必要な「算数的な活動Jを個々に合わせて
精選し繰り返し経験させていく必要性がある。

。小学校第 1 学年~J，上の内容に当たる学習については，

活動中心の学習(教科等を合わせた指導)では，十分

に定義させることが難しい。算数に特化した指導の中

で，系統的に計画し着実に学習を進める必要がある。

W. 今後の課題

算数科のみではあるが，算数・数学科内容系統表，指

導内容表，チェックリストが作成され，その活用事例と

して数例の授業研究が行われた。その結果，個々の実態

を明確に評価できるチェックリスト，指導計画を立てる

とき活用しやすい指導内容表等，有効に活用されるとい

う実践が報告された。今後の課題としては，教科等を合

わせた指導の中での活用や算数科以外の教科についての

系統的な指導の在り方である。

また，生活の中で重要なコミュニケーション能力や思

考力を高めるためにも，毘語科の系統的な学習が必要と

考える。本研究を継続し，国語科の内容系統表，指導内

容表，チェックリストを作成し，その活用事例としての

実践を検討していきたい。

(文責佐藤孝二)
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